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＊＊＊＊ はじめにはじめにはじめにはじめに

岡山県総合教育センターでは，特別支援学級を初めて担任される先生方を対象とした研修講座

を開講しています。その講座を運営していく中で，度々，参加される先生方の様々な悩みや不安

を聞くことがありました。

子どもの実態をどう理解すればよいのか，そして，どのように関わればよいのか。また，どの

ように時間割を組み立て，どのように学習を進めていけばよいのか。「自立活動」や「生活単元

学習」といった通常の学級にはなかった指導はどのようなものなのか…。

これらの悩みは，決して一部の先生方のものではなく，多くの先生方に共通の悩みであると思

います。しかし，困ったときにすぐに相談できる相手が校内にいない場合もあります。そこで，

岡山県総合教育センターでは，特別支援学級の先生方の疑問や悩みにお応えすることができるよ

うなハンドブックを作成したいと考えました。

岡山県では平成１９年５月に『はじめての特別支援学級 自立活動の実践事例集 はじめて特

別支援学級を担任する教師のために』（岡山県教育庁指導課特別支援教育室（現 特別支援教育

課））を作成し，特別支援学級における自立活動の実践例を示しています。今回のハンドブック

は，その内容を受け，特別支援学級の先生方に必要であると思われる情報を網羅してまとめまし

た。対象は，岡山県の特別支援学級の多くを占めている小・中学校の知的障害特別支援学級及び

自閉症・情緒障害特別支援学級としています。このハンドブックは，初めて特別支援学級を担任

をされる先生方を意識しながら内容を構成していますが，経験のある先生方にも活用していただ

きたいと考えています。

本ハンドブックが，先生方の特別支援学級担任としてのやりがいを高め，子どもの成長を支え

る一助となれば幸いです。
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１１１１ 特別支援学級担任特別支援学級担任特別支援学級担任特別支援学級担任になってになってになってになって

（１） １年間の主な学級事務

特別支援学級担任になって，４月当初は，当面の指導の計画を立てるとともに，１年間の学級
の事務を見通しておくことが必要です。ここでは，まず，１年間の主な学級事務を確認します。

主主主主なななな学級事務学級事務学級事務学級事務（（（（参考例参考例参考例参考例））））

４４４４ 月月月月

□指導要録の整備 □出席簿の作成 □週時程表の作成
□個別の教育支援計画の確認 □年間指導計画の作成
□個別の指導計画の作成 □教室環境の整備
□通学路，通学方法の確認 □交流及び共同学習の打合せ
□参観日，家庭訪問の計画 □学級だよりの作成
□小・中学校学習指導要領の確認

□特別支援学校学習指導要領，解説（総則等編・自立活動編）の確認
（必要に応じて購入） □学級経営案の作成

◆◆◆◆子子子子どものどものどものどもの様子様子様子様子のののの記録記録記録記録
・ 行動を記録する際

には，その行動が起
こる前後の状況も記
録しておきましょう。
行動の背景要因を探
る手がかりとなりま
す。

・ 綿密な記録は，外
部専門家に支援を依
頼する際にも有効な
情報となります。も
ちろん，通知表や指
導要録記入の際にも
役立ちます。

・ 記録をとることは
労力を要しますが，
結果的には自分を助
けることになります。

◆◆◆◆進路情報進路情報進路情報進路情報のののの収集収集収集収集
・ 年間を通じて，高

等学校等の進路情報
や入学説明会の情報
を収集しておきます。

５５５５ 月月月月
□通知表の検討 □就学奨励費等の事務
□運動会（春）の計画 □春の遠足（校外学習）の計画

６６６６ 月月月月
□職場実習の打合せ □宿泊学習の準備
□次年度使用教科書の届け出 □教育センター研修の確認

７７７７ 月月月月
□保護者会の開催 □通知表の記入 □水泳指導の準備
□休業中の課題作成 □１学期の指導記録のまとめ
□１学期の作品の整理 □休業中の研修計画

８８８８ 月月月月
□指導計画の見直し □教室環境の見直し
□教材研究 □研修への参加

９９９９ 月月月月
□運動会（秋）の計画 □文化祭の計画
□陸上記録会等対外行事への参加に関わる計画・準備

１０１０１０１０月月月月
□校内公開授業の計画 □秋の遠足（校外学習）の計画
□修学旅行の計画 □学習発表会の計画

１１１１１１１１月月月月 □就学時健康診断 □校内就学指導委員会

１２１２１２１２月月月月
□保護者会の開催 □通知表の記入
□休業中の課題作成 □２学期の指導記録のまとめ
□２学期の作品の整理 □進路決定のための保護者との面談

１１１１ 月月月月 □次年度の教育課程編成 □文集作りの計画

２２２２ 月月月月 □卒業関連事務 □指導の評価

３３３３ 月月月月

□３学期の指導記録のまとめ □３学期の作品の整理
□文集の完成 □１年間の指導の評価
□通知表と指導要録の記入 □次年度交流及び共同学習計画の立案
□指導記録のまとめ □次年度への引き継ぎ文書の作成
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□ 出席簿・名簿の作成
・ 氏名の読み方の確認
・ 兄弟姉妹の確認

□ 教室環境等の整備
・ 靴箱，傘立て，ロッカー，机，いす等の準備（場合によっては交流学級にも設置）
・ 机やいす，パーティション等の配置
・ 子どもの動線に応じた備品の配置や視覚的な表示等の設置
・ 刺激過多にならない程度の教室の装飾

□ 教科書等の配付準備
□ 学級事務用品の整備
□ 学級だより（通信）の作成

・ 担任の自己紹介，抱負，当初の予定等

（２） ４月第１週の活動

特別支援学級を担任することが分かってから，始業式までに，何をしておけばよいのでしょう
か。

子どもにとっても，保護者にとっても，安心して新学期を迎えることができるように，次の点
について準備や確認をしておきましょう。

① 始業式までの準備① 始業式までの準備

準備準備準備準備することすることすることすること準備準備準備準備することすることすることすること

確認確認確認確認することすることすることすること確認確認確認確認することすることすることすること

□ 子どもの実態把握
・ 障害の状態
・ 健康面の状態
・ 個別の教育支援計画，個別の指導計画，前担任からの引き継ぎ，指導要録，医療機関等

の所見，検査結果等のチェック
・ 家庭環境

□ 教室の安全点検
・ 机，いすの高さの調節や破損の有無
・ 落下物，突起物，窓等

□ 通学路や通学方法
・ 登校班，保護者の付き添いの有無
・ スクールバス利用の有無や通学上の安全面の特記事項
・ 子どもの動線に応じた危険箇所等

□ 登校後の動き
・ 子どもの迎え方
・ 靴箱から教室に移動するまでの配慮の有無
・ 交流学級との関わり方（朝の会，帰りの会は特別支援学級で行うのか交流学級で行うの

か，荷物は特別支援学級に置くのか交流学級に置くのか等）
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保護者保護者保護者保護者にににに確認確認確認確認することすることすることすること保護者保護者保護者保護者にににに確認確認確認確認することすることすることすること

□ 始業式・入学式参加に当たって配慮が必要な点等
□ 健康面，行動面で配慮が必要な点等
□ つながりのある関係機関

校内校内校内校内のののの先生方先生方先生方先生方にににに確認確認確認確認・・・・協力協力協力協力をををを依頼依頼依頼依頼することすることすることすること校内校内校内校内のののの先生方先生方先生方先生方にににに確認確認確認確認・・・・協力協力協力協力をををを依頼依頼依頼依頼することすることすることすること

□ 子どもの実態に関する全教職員の共通理解
・ 障害特性等
・ 保護者の願い

□ 職員会議等で，子どもの実態や学校行事への参加についての基本的な方向性の確認
□ 時間割編成における協力・配慮のお願い

ちょっとひと息…
－な～るほど，その支援！－

①は，休憩時間にしておくこ
と（赤白帽をかぶること，トイ
レに行くこと）をマークにして
分かりやすくしています。

②は，机の位置の基準をテー
プで示していますね。

③は，机の上での教科書や
ノート，筆箱の置き方をすぐに
見える位置に掲示しています。

－５－

１ ２

３

※写真は「わくわく算数２上」株式会社新興出版社啓林館(2008)，
「あかねこ計算スキル３年」光村教育図書(2008)のものを使用しています。



② 始業式・入学式での配慮② 始業式・入学式での配慮

始業式・入学式は，子どもにとっても保護者にとっても，期待と不安でいっぱいだと考えられ
ます。また，特別支援学級に在籍している子どもの中には，こういった儀式的行事が苦手な子ど
ももいます。子どもの個々の実態に沿った一日の動きを想定し，必要な支援や関わり方を学校全
体で確認しておきましょう。

□ 幼稚園，保育所等からの情報収集
□ 保護者への確認

・ 健康面についての配慮事項
・ 事前リハーサルについて（来ていただく方向で）
・ 式のプログラム
・ 並び順
・ 座席
・ 動作，動線
・ 支援者の位置（必要性の有無も含めて）
・ ハプニングの際の対応
・ 支援ツール（見通しカード，動きの手がかりとなる目印等）の必要性の有無

□ 支援ツールの作成

準備準備準備準備することすることすることすること準備準備準備準備することすることすることすること

校内校内校内校内でででで共通理解共通理解共通理解共通理解することすることすることすること校内校内校内校内でででで共通理解共通理解共通理解共通理解することすることすることすること

□ 子どもの個々の実態
・ 障害特性や状態像
・ 式参加に関して予想される状態像

□ 式前後の動き
・ 迎え
・ 教室への移動
・ 待機
・ 交流学級との関わり
・ 保護者の動き等

□ 入退場
・ 特別支援学級か交流学級か
・ 付き添いの有無

□ 座席
・ 位置
・ 前後左右の子どもの確認
・ 支援者の有無

□ 呼名
・ 呼名者
・ 呼名の仕方

□ ハプニング
・ パニックや発作等への対応

□ 登校後の動き
・ 子どもの迎え方
・ 靴箱から教室に移動するまでの配慮の有無
・ 交流学級との関わりのもち方（学習用具等の置き場所は特別支援学級か交流学級か等）
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③ 基本となる日課の作成③ 基本となる日課の作成

登校してから下校するまでの基本となる日課を作りましょう。この一日の流れを基本として，
一週間の学校生活の流れを工夫していくとよいでしょう。

基本基本基本基本となるとなるとなるとなる日課日課日課日課作成作成作成作成のののの前提前提前提前提基本基本基本基本となるとなるとなるとなる日課日課日課日課作成作成作成作成のののの前提前提前提前提

昨年度から継続している学級であれば，既に今年度の基本的な日課や週日課が計画されてい
ることが多いので，それを基に必要に応じて子どもに合ったものに変えていきます。

新設の学級でも，入級する子どもの実態を考慮した日課が組まれていると思います。もし，
はっきりとしたものがない場合は，子どもにゆっくりと付き合いながら，学校生活のリズムが
つかめるように活動を組み立てていきましょう。

生活生活生活生活リズムリズムリズムリズムをつくるをつくるをつくるをつくる生活生活生活生活リズムリズムリズムリズムをつくるをつくるをつくるをつくる

・ 登校から下校まで，子どもが見通しをもって生活できるように，一定の基本的な流れがあ
ることが大切です。

・ 朝のスタートは，ゆっくりとした気持ちで始まるようにします。
・ 子どもの興味・関心のある活動を，午前と午後にそれぞれ一つは設定する等，子どもの実

態に合わせて工夫しましょう。

柔軟性柔軟性柔軟性柔軟性のあるのあるのあるのある日課日課日課日課柔軟性柔軟性柔軟性柔軟性のあるのあるのあるのある日課日課日課日課

・ 小学校低学年の子どもは，その日によって情緒面や体調が異なることがあります。子ども
の状態に合わせて変更できる柔軟性のあるものがよいでしょう。

・ 交流学級への参加の仕方は学校によって異なります。多くの時間を交流学級で活動してい
る場合は，子どもが疲れたり，飽きてきたりすることもあります。教室から出て，少し気分
転換を図ることが必要な場合もあります。

・ 小学校高学年では，昨年までの流れがしっかりと定着し，見通しをもって行動できる子ど
ももいます。実際には，昨年までの日課を確認しながら，今年度の日課の工夫をするのもよ
いでしょう。

活活活活 動動動動 確確確確 認認認認 事事事事 項項項項

朝の会
・ 交流学級，特別支援学級のどちらに行くのか，ランドセルやカバン，学習用具等はどち

らに置くのか，朝の会は両方で行うのか等，交流先の学級とのスケジュールを確認してお
きます。

学習活動
・ 交流及び共同学習で実施する教科等を確認します。
・ 学級の活動では，子どもが意欲的に活動できるよう，興味・関心や得意なことを踏まえ

て学習活動を工夫します。

給 食
・ 給食の場所を交流先の学級にするか，特別支援学級にするか，前年度の様子を参考にし

ながら設定します。

帰りの会 ・ 交流学級，特別支援学級のどちらで行うのかを確認しながら設定します。

始業式・入学式が終わると，多くの学校では，臨時の時間割で授業が進むことがあ
ります。子どもや保護者が安心できるように，学校の予定を考えながら，２週間程度
の臨時の時間割を作っておくことが必要です。
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前担任前担任前担任前担任からのからのからのからの引引引引きききき継継継継ぎぎぎぎ前担任前担任前担任前担任からのからのからのからの引引引引きききき継継継継ぎぎぎぎ

継続の学級である場合，関係書類の引き継ぎとともに，前担任と直接打合せを行いましょう。

新設の場合は，関係機関からの入学（転入）書類を確認しましょう。そして，入級前の学校
や園の担当者とできるだけ早く打合せをし，情報を得るようにしましょう。

指導要録指導要録指導要録指導要録のののの整備整備整備整備・・・・記入記入記入記入指導要録指導要録指導要録指導要録のののの整備整備整備整備・・・・記入記入記入記入

・ 「学籍の記録」については，通常の学級と同様に記入します。
・ 「指導の記録」については，教育課程に応じて検討します。
※ 特別支援学級の様式を利用して，記入しましょう。

・ ４月当初は，「学籍の記録」の必要事項，「指導の記録」の児童生徒氏名や学級編制，入
学時の状態（新入学の場合）について記入します。

出席簿出席簿出席簿出席簿・・・・名簿名簿名簿名簿・・・・連絡網連絡網連絡網連絡網のののの作成作成作成作成出席簿出席簿出席簿出席簿・・・・名簿名簿名簿名簿・・・・連絡網連絡網連絡網連絡網のののの作成作成作成作成

通常の学級と同様です。

その他，４月当初にしておくべき学級事務を見通しておきましょう。できるだけ早めに取り組
んでおくと，スムーズな学級運営につながります。

ゴムゴムゴムゴム印等印等印等印等のののの事務用品事務用品事務用品事務用品のののの確認確認確認確認ゴムゴムゴムゴム印等印等印等印等のののの事務用品事務用品事務用品事務用品のののの確認確認確認確認

ゴム印の氏名の確認をしましょう。新設の学級の場合は，事務用品等を早めに確認，準備し
ましょう。

健康診断票健康診断票健康診断票健康診断票，，，，歯歯歯歯のののの検査票検査票検査票検査票，，，，家庭環境調査票等家庭環境調査票等家庭環境調査票等家庭環境調査票等のののの確認確認確認確認健康診断票健康診断票健康診断票健康診断票，，，，歯歯歯歯のののの検査票検査票検査票検査票，，，，家庭環境調査票等家庭環境調査票等家庭環境調査票等家庭環境調査票等のののの確認確認確認確認

通常の学級と同様です。

学級費学級費学級費学級費やややや教材費教材費教材費教材費のののの会計事務会計事務会計事務会計事務学級費学級費学級費学級費やややや教材費教材費教材費教材費のののの会計事務会計事務会計事務会計事務

消耗品や交流学級での教材費等の取り扱いについて確認しておきましょう。（場合によって
は，子どもの教材が前年度から注文されていることがあるので注意が必要です。）

（３） その他４月当初の学級事務等

① 学級事務① 学級事務
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② 週時程の作成② 週時程の作成

特別支援学級では，子どもの障害の状態によっては，通常の学級の教育課程を適用することが
適切でない場合があります。その場合には，特別の教育課程を編成することができます（→「３
教育課程」参照）。週時程を作成するためには，前年度に教育委員会に届け出た教育課程がどの
ように編成されているかを確認する必要があります。

（（（（１１１１）））） 実態把握実態把握実態把握実態把握（（（（１１１１）））） 実態把握実態把握実態把握実態把握

（（（（２２２２）））） 指導内容指導内容指導内容指導内容，，，，指導指導指導指導のののの形態形態形態形態のののの決定決定決定決定（（（（２２２２）））） 指導内容指導内容指導内容指導内容，，，，指導指導指導指導のののの形態形態形態形態のののの決定決定決定決定

（（（（３３３３）））） 授業時数授業時数授業時数授業時数のののの配分配分配分配分（（（（３３３３）））） 授業時数授業時数授業時数授業時数のののの配分配分配分配分

（（（（４４４４）））） 時間割時間割時間割時間割のののの作成作成作成作成（（（（４４４４）））） 時間割時間割時間割時間割のののの作成作成作成作成

週時程週時程週時程週時程作成作成作成作成のののの手順手順手順手順週時程週時程週時程週時程作成作成作成作成のののの手順手順手順手順

★ 学級担任として，まず，子どもの実態に関する情報を整理します。
・ 学年相当の学習が困難であると予想される教科は何か。
・ 交流及び共同学習で履修可能な教科は何か。
・ 下学年の教科内容で履修可能な内容は何か。
・ 知的障害特別支援学校の各教科等を取り入れた方がよいものは何か。（知的障

害特別支援学級のみ。）
・ 知的障害特別支援学校の各教科を，教科ごとに指導を進めていくよりも，教科

等を合わせて指導した方が子どもにとって学習しやすいものは何か。（知的障害
特別支援学級のみ。）

・ 着替え，食事，排泄等身辺処理の状況はどうか。 等

★ 実態把握の結果を踏まえて，次に，「どんな指導内容を取り上げるか」更には
「指導の形態をどのようにするか」を考えます。
・ 子どもの実態に応じて，教科の系統性を踏まえながら，教科学習を設定します。

このとき，交流及び共同学習はどのように実施するかも合わせて検討します。
・ 知的障害がある場合には，各教科等を合わせた指導の導入を検討していきます。

（知的障害特別支援学級のみ。）

★ それぞれの教科等に，どの程度の時間数を配分するか考えます。

★ 時間割の作成に当たっては，次の点に配慮しましょう。
・ 子どもに分かりやすい表示の仕方をしましょう。（例：「自立活動」→「のび

のびタイム」等）
・ 交流及び共同学習については，子どもにとって必要な内容を十分吟味して取り

組むことが大切です。場合によっては，題材による「期間限定参加」も考えられ
ます。交流学級の担任，保護者の理解・協力を得ながら決定します。

・ 特別教室の割り当て等は，可能な範囲で，調整する段階から，特別支援学級が
使いやすいように考慮，検討してもらうことが大切です。
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③ 学級経営案の作成③ 学級経営案の作成

学校や学年の目標に即し，子どもの障害の状態及び特性等を考慮して，年間を通しての学級経
営の目標や方針を明確にし，計画を作成します。

学級経営案学級経営案学級経営案学級経営案のののの形式形式形式形式学級経営案学級経営案学級経営案学級経営案のののの形式形式形式形式

まずは，各校のスタイルに基づいて記入します。

子どもの状態が十分に書きづらい形式の場合は，学級独自の形式を考え，記入していくことが
必要になります。また，特別支援学級の学級経営案の特徴として，「交流及び共同学習」をどう
進めていくかという方針についても，盛り込む必要があります。

作成作成作成作成にににに当当当当たってのたってのたってのたってのポイントポイントポイントポイント作成作成作成作成にににに当当当当たってのたってのたってのたってのポイントポイントポイントポイント

どのようなどのようなどのようなどのような子子子子どもなのかどもなのかどもなのかどもなのか

・個々の子どもの実態
・集団としての学級の実態
・取り巻く環境 等

どのようなどのようなどのようなどのような子子子子どもにどもにどもにどもに
育育育育てていきたいのかてていきたいのかてていきたいのかてていきたいのか

・本人の願い
・保護者の願い
・教師の願い 等

そのためにどうするのかそのためにどうするのかそのためにどうするのかそのためにどうするのか

・教育課程 ・指導計画 ・交流及び共同学習
・家庭や地域との連携 ・学期ごとの計画の修正 等

学級目標学級目標学級目標学級目標
目指目指目指目指すすすす子子子子どもどもどもども像像像像，，，，子子子子どものどものどものどもの姿姿姿姿

学期学期学期学期ごとのごとのごとのごとの評価評価評価評価

１学期 ２学期 ３学期

経営の方針，経営の重点，達成目標等
反省及び変更点

１学期 ２学期 ３学期

学級の実態
子ども個々の実態（個別に記入する）

反省及び変更点

１学期 ２学期 ３学期

経営の具体的実践事項 項目ごとの反省と評価，次年度への申し送り等を記入

（主に以下の項目について記入する）
・学習面
・生活面
・特別活動，学校行事，集会への参加の仕方
・健康安全
・教室環境，備品
・交流及び共同学習の方針
・家庭，地域との連携
・その他，特記事項 等

学級経営案学級経営案学級経営案学級経営案のののの項目例項目例項目例項目例学級経営案学級経営案学級経営案学級経営案のののの項目例項目例項目例項目例
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1 2 3 4 5 6 1 2 3 4 5 6

第

1

学

年

第

4

学

年

第

2

学

年

第

5

学

年

第

3

学

年

第

6

学

年

第

1

学

年

第

4

学

年

第

2

学

年

第

5

学

年

第

3

学

年

第

6

学

年

区分

学年

児　童　氏　名

6

授業日数
出席停止・

忌引等の日数

欠席日数 出席日数 備　　　　　考

出　　　　　欠　　　　　の　　　　　記　　　　　録

4

5

出席しなければ

ならない日数

1

2

3

行　　　動　　　の　　　記　　　録

総　合　所　見　及　び　指　導　上　参　考　と　な　る　諸　事　項

学　　年項　　目

基本的な生活習慣

学　　年

健康・体力の向上

自主・自律

責任感

勤労・奉仕

公正・公平

思いやり・協力

生命尊重・自然愛護

項　　目

入学時の障害の状態自　　立　　活　　動　　の　　記　　録

創意工夫 公共心・公徳心

音楽表現の創意工夫

生活への関心・意欲・態度

様式２　（指導に関する記録）

観察・実験の技能

自然事象についての知識・理解

造形への関心・意欲・態度

発想や構想の能力

創造的な技能

音楽表現の技能

鑑賞の能力

音楽への関心・意欲・態度

観察・資料活用の技能

社会的事象についての知識・理解

自然事象への関心・意欲・態度

科学的な思考・表現

65

654

学　　年

各　教　科　の　学　習　の　記　録

Ⅰ　　　観　点　別　学　習　状　況

3 4

1 2

外　国　語　活　動　の　記　録

学　　級

整理番号

区分 学年 3児　童　氏　名 学　　校　　名

5 6

活動や体験についての思考・表現

身近な環境や自分についての気付き

学年 教科

Ⅱ　　　　　評　　　　　定

体育社会 算数

3

4

言語についての知識・理解・技能

運動や健康・安全についての思考・判断

生活の技能

家庭生活についての知識・理解

運動や健康・安全への関心・意欲・態度

鑑賞の能力

言語や文化に関する気

付き社会的事象への関心・意欲・態度

国語への関心・意欲・態度

話す・聞く能力

書く能力

読む能力

観点 学年

コミュニケーションへ

の関心・意欲・態度

外国語への慣れ親しみ

1 2

数学的な考え方

数量や図形についての技能

数量や図形についての知識・理解

社会的な思考・判断・表現

5

6

家

　

　

庭

体

　

　

育

運動の技能

健康・安全についての知識・理解

家庭生活への関心・意欲・態度

生活を創意工夫する能力

国語 理科 音楽 図画工作 家庭

総 合 的 な 学 習 の 時 間 の 記 録算数への関心・意欲・態度

国

　

　

　

語

社

　

　

会

算

　

　

数

理

　

　

科

音

　

　

楽

図

画

工

作

生

　

活

5

　学　習　活　動　 　観　　点　 評　　価

3

学年

4

6

内　　容

学級活動

学　年観　点

学校行事

特　別　活　動　の　記　録

61 2 3 4 5

児童会活動

クラブ活動

教科 観　　点

④ 出席簿，指導要録の作成④ 出席簿，指導要録の作成

出席簿については，通常の学級と同じ様式のものを使用し，記載についても同じです。

指導要録については，様式１「学籍に関する記録」は通常の学級も特別支援学級も同じ様式で
す。様式２「指導に関する記録」については，実際の様式を参照しながら，記入上留意すべき点
を確認しておきます。ただし，記述に関する詳細については，所管する教育委員会に相談してく
ださい。

小学校自閉症小学校自閉症小学校自閉症小学校自閉症・・・・情緒障害特別支援学級情緒障害特別支援学級情緒障害特別支援学級情緒障害特別支援学級のののの場合場合場合場合（（（（例示例示例示例示））））小学校自閉症小学校自閉症小学校自閉症小学校自閉症・・・・情緒障害特別支援学級情緒障害特別支援学級情緒障害特別支援学級情緒障害特別支援学級のののの場合場合場合場合（（（（例示例示例示例示））））

児童によって，当該学年ではなく，下学年対応で指導している場合について
は，指導している学年（下学年）を「総合所見及び指導上参考となる諸事項」
に記入した上で，指導している学年（下学年）の規準で評価を行います。

例えば，所属学年は第５学年。算数は第３学年を指導している場合，その旨
を「総合所見及び指導上参考となる諸事項」に記述し，第３学年の評価規準で
評価を行うことになります。

「自立活動の記録」の欄には，指導の
目標，指導内容，指導の結果の概要等を
記述します。その際には，個別の指導計
画における指導の目標，指導に関する記
録を踏まえた記述になるよう留意します。
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児 童 氏 名

行 動 の 記 録 入学時の障害の状態

第
1
学
年

第
4
学
年

第
2
学
年

第
5
学
年

第
3
学
年

第
6
学
年

総 合 所 見 及 び 指 導 上 参 考 と な る 諸 事 項

第
1
学
年

第
4
学
年

第
2
学
年

第
5
学
年

第
3
学
年

第
6
学
年

出 欠 の 記 録

区分
授業日数

出席停止・ 出席しなければ

欠席日数 出席日数 備 考
学年 忌引等の日数 ならない日数

1

2

3

4

5

6

様式２ （指導に関する記録）

児 童 氏 名 学 校 名 区分 学年 1 2 3 4 5 6

学 級

整理番号

各 教 科 ・ 特 別 活 動 ・ 自 立 活 動 の 記 録
学年

1 2 3 4 5 6

教科等

生

活

国

語

算

数

音

楽

図
画
工
作

体

育

特
別
活
動

自
立
活
動

小学校知的障害特別支援学級小学校知的障害特別支援学級小学校知的障害特別支援学級小学校知的障害特別支援学級のののの場合場合場合場合（（（（例示例示例示例示））））小学校知的障害特別支援学級小学校知的障害特別支援学級小学校知的障害特別支援学級小学校知的障害特別支援学級のののの場合場合場合場合（（（（例示例示例示例示））））

様式２ （指導に関する記録）

児 童 氏 名 学 校 名 区分 学年 1 2 3 4 5 6

学 級

整理番号

各 教 科 ・ 特 別 活 動 ・ 自 立 活 動 の 記 録
学年

1 2 3 4 5 6

教科等

生

活

国

語

算

数

音

楽

図
画
工
作

体

育

特
別
活
動

自
立
活
動

各教科が小学校の当該学
年の教科や下学年の教科で
ある場合は，下の様式を利
用します。

左の様式を使う場合は，「総
合所見及び指導上参考となる諸
事項」の欄に，教科の区別がで
きるように記入しておきます。
例えば，対象児童を第４学年と
すると，「生活，国語，算数に
ついては特別支援学校（知的障
害）の教科，体育，図画工作に
ついては当該学年の教科，音楽
については下学年（第２学年）
の教科を適用している」といっ
た記述になります。

左上の様式の各教科は，知的障
害特別支援学校の教科です。した
がって，この「生活」は，小学校
の「生活」ではありません。また，
「社会」や「理科」「家庭」でも
ありません。この欄に，例えば，
工場見学のことや観察・実験のこ
とが書かれるのは不適切であると
いえます。

この欄には特別支援学校学習指導要
領に示す小学部の各教科等の目標，内
容に照らし，具体的に定めた指導内容，
達成状況を文章で記述します。その際
には，個別の指導計画における指導の
目標，指導に関する記録を踏まえた記
述になるように留意します。

生活単元学習等，各教科等を合わせ
て指導した場合についても，各教科等
の達成状況を，各教科，領域ごとに記
載します。

教科等ごとの区分を示す線がないの
は，指導目標や内容によって，記入枠
を設定できるようにしてあるからです。

ここに示されている各教科等は，
知的障害特別支援学校の教科等です。

小学校の教科と知的障害特別支援学
校の教科等が混在している場合も同様
にこの書式を使用します。

教科名が空欄になっているので，教
科名（教育課程編成表に記載してある
もの）を書き入れます。

また，個別の指導計画に記載してあ
る教科名とも一致していることを確認
しておく必要があります。
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学年 教科

学年 教科

2

様式２　（指導に関する記録）

観　点 学　年

学年

特　別　活　動　の　記　録

3

学校行事

生徒会活動

学級活動

内　　容 321

総 合 的 な 学 習 の 時 間 の 記 録

学年 学　習　活　動 観　　点 評　　価

保健体育 技術・家庭 外国語

区分

書く能力

読む能力

各　教　科　の　学　習　の　記　録

Ⅰ　　　観　点　別　学　習　状　況

生　徒　氏　名 学　　校　　名

3

学　　級

整理番号

観   点教科 学    年教科 観　　点 1 2

社会的事象への関心・意欲・態度

資料活用の技能

社会的な思考・判断・表現

1

言語についての知識・理解・技能

数学的な技能

数量や図形などについての知識・理解

自然事象への関心・意欲・態度

社会的事象についての知識・理解

数学への関心・意欲・態度

数学的な見方や考え方

1

音楽への関心・意欲・態度

音楽表現の創意工夫

音楽表現の技能

鑑賞の能力

美術への関心・意欲・態度

発想や構想の能力

創造的な技能

鑑賞の能力

科学的な思考・表現

観察・実験の技能

自然事象についての知識・理解

コミュニケーションへの関心・意欲・態度

運動や健康・安全についての知識・理解

生活や技術への関心・意欲・態度

生活を工夫し創造する能力

運動や健康・安全への関心・意欲・態度

運動や健康・安全についての思考・判断

運動の技能

外国語表現の能力

外国語理解の能力

言語や文化についての知識・理解

数学社会

Ⅱ　　　　　評　　　　　定

国語 美術

1

2

3

1

2

3

国

　

　

　

語

社

　

　

会

数

　

　

学

理

　

　

科

音

　

　

楽

美

　

　

術

国語への関心・意欲・態度

321

2 3

保

健

体

育

技

術

・

家

庭

外

国

語

生活の技能

生活や技術についての知識・理解

学　　年

話す・聞く能力

音楽理科

1 2 3 1 2 3

第

１

学

年

第

２

学

年

第

３

学

年

第

１

学

年

第

２

学

年

第

３

学

年

区分 出席停止・ 出席しなければ

学年 忌引等の日数 ならない日数

1

2

3

備　　　　　考授業日数 欠席日数 出席日数

出　　　　　欠　　　　　の　　　　　記　　　　　録

行　　　動　　　の　　　記　　　録

総　合　所　見　及　び　指　導　上　参　考　と　な　る　諸　事　項

自　　立　　活　　動　　の　　記　　録 入学時の障害の状態

生　徒　氏　名

項　　目

基本的な生活習慣

健康・体力の向上

自主・自律

責任感

創意工夫 公共心・公徳心

項　　目 学　　年学　　年

思いやり・協力

生命尊重・自然愛護

勤労・奉仕

公正・公平

中学校自閉症中学校自閉症中学校自閉症中学校自閉症・・・・情緒障害特別支援学級情緒障害特別支援学級情緒障害特別支援学級情緒障害特別支援学級のののの場合場合場合場合（（（（例示例示例示例示））））中学校自閉症中学校自閉症中学校自閉症中学校自閉症・・・・情緒障害特別支援学級情緒障害特別支援学級情緒障害特別支援学級情緒障害特別支援学級のののの場合場合場合場合（（（（例示例示例示例示））））

生徒によって，当該学年ではなく，下学年対応で指導している場合について
は，指導している学年（下学年）を「総合所見及び指導上参考となる諸事項」
に記入した上で，指導している学年（下学年）の規準で評価を行います。

例えば，所属学年は第３学年。数学は第１学年を指導している場合，その旨
を「総合所見及び指導上参考となる諸事項」に記述し，第１学年の評価規準で
評価を行うことになります。

「自立活動の記録」の欄には，指導の
目標，指導内容，指導の結果の概要等を
記述します。その際には，個別の指導計
画における指導の目標，指導に関する記
録を踏まえた記述になるよう留意します。
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学年

第

１

学

年

第

２

学

年

第

３

学

年

第

１

学

年

第

２

学

年

第

３

学

年

第

１

学

年

第

２

学

年

第

３

学

年

区分 出席停止・ 出席しなければ

学年 忌引等の日数 ならない日数

総　合　的　な　学　習　の　時　間　の　記　録 入学時の障害の状態

生　徒　氏　名

学　習　活　動 観　　点 評　　価

総　合　所　見　及　び　指　導　上　参　考　と　な　る　諸　事　項

3

備　　　　　考授業日数 欠席日数 出席日数

1

2

出　　　　　欠　　　　　の　　　　　記　　　　　録

行　　　動　　　の　　　記　　　録

学年

教科等

様式２　（指導に関する記録）

自

立

活

動

2 3

各　教　科　・　特　別　活　動　・　自　立　活　動　の　記　録

1生　徒　氏　名

国

　

語

1

学　　級

整理番号

区分 学年

2

学　　校　　名

社

　

会

美

　

術

数

　

学

特

別

活

動

そ

の

他

音

　

楽

理

　

科

保

健

体

育

職

業

・

家

庭

3

学年

教科等

様式２　（指導に関する記録）

自

立

活

動

2 3

各　教　科　・　特　別　活　動　・　自　立　活　動　の　記　録

1生　徒　氏　名

国

　

語

1

学　　級

整理番号

区分 学年

2

学　　校　　名

社

　

会

美

　

術

数

　

学

特

別

活

動

そ

の

他

音

　

楽

理

　

科

保

健

体

育

職

業

・

家

庭

3

中中中中学校知的障害特別支援学級学校知的障害特別支援学級学校知的障害特別支援学級学校知的障害特別支援学級のののの場合場合場合場合（（（（例示例示例示例示））））中中中中学校知的障害特別支援学級学校知的障害特別支援学級学校知的障害特別支援学級学校知的障害特別支援学級のののの場合場合場合場合（（（（例示例示例示例示））））

各教科が中学校の当該学
年の教科や下学年の教科で
ある場合は，下の様式を利
用します。

左の様式を使う場合は，「総
合所見及び指導上参考となる諸
事項」の欄に，教科の区別がで
きるように記入しておきます。
例えば，対象生徒を第３学年と
すると，「国語，社会，数学，
理科については特別支援学校
（知的障害）の教科，保健体育，
美術については当該学年の教科，
音楽については下学年（第１学
年）の教科を適用している」と
いった記述になります。

この欄には特別支援学校学習指導要
領に示す中学部の各教科等の目標，内
容に照らし，具体的に定めた指導内容，
達成状況を文章で記述します。その際
には，個別の指導計画における指導の
目標，指導に関する記録を踏まえた記
述になるように留意します。

生活単元学習等，各教科等を合わせ
て指導した場合についても，各教科等
の達成状況を，各教科，領域ごとに記
載します。

教科等ごとの区分を示す線がないの
は，指導目標や内容によって，記入枠
を設定できるようにしてあるからです。

ここに示されている各教科等は，
知的障害特別支援学校の教科等です。

中学校の教科と知的障害特別支援学
校の教科等が混在している場合も同様
にこの書式を使用します。

教科名が空欄になっているので，教
科名（教育課程編成表に記載してある
もの）を書き入れます。

また，個別の指導計画に記載してあ
る教科名とも一致していることを確認
しておく必要があります。
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⑤ 教科用図書の採択⑤ 教科用図書の採択

特別の教育課程を編成している特別支援学級では，子どもの実態から文部科学省検定済教科書
を使用して学習を行うことが適当でない場合，他の適切な教科用図書を使用することができます。

① 各教科の文部科学省検定済教科書の中から該当学年のものを選定

② 各教科の文部科学省検定済教科書の中から下学年のものを選定

③ 文部科学省著作教科書（国語，算数・数学，音楽）の中から選定
（知的障害特別支援学級のみ）

④ ①～③までの中で適当なものがない場合，学校教育法附則第９条
に規定する教科用図書（絵本等）の中から選定

（知的障害特別支援学級のみ）

教科用図書教科用図書教科用図書教科用図書のののの採択採択採択採択教科用図書教科用図書教科用図書教科用図書のののの採択採択採択採択

学部学部学部学部 教科名教科名教科名教科名 使用学年使用学年使用学年使用学年 書名書名書名書名 発行者発行者発行者発行者

国 語 第１～６学年
こくご ☆
こくご ☆☆
こくご ☆☆☆

東京書籍株式会社

算 数 第１～６学年

さんすう ☆
さんすう ☆☆（１）
さんすう ☆☆（２）
さんすう ☆☆☆

東京書籍株式会社

音 楽 第１～６学年
おんがく ☆
おんがく ☆☆
おんがく ☆☆☆

東京書籍株式会社

国 語 第１～３学年 国 語 ☆☆☆☆ 東京書籍株式会社

数 学 第１～３学年 数 学 ☆☆☆☆ 東京書籍株式会社

音 楽 第１～３学年 音 楽 ☆☆☆☆ 東京書籍株式会社

文部科学省著作特別支援学校知的障害者用教科書文部科学省著作特別支援学校知的障害者用教科書文部科学省著作特別支援学校知的障害者用教科書文部科学省著作特別支援学校知的障害者用教科書（（（（☆☆☆☆印教科書印教科書印教科書印教科書））））一覧一覧一覧一覧文部科学省著作特別支援学校知的障害者用教科書文部科学省著作特別支援学校知的障害者用教科書文部科学省著作特別支援学校知的障害者用教科書文部科学省著作特別支援学校知的障害者用教科書（（（（☆☆☆☆印教科書印教科書印教科書印教科書））））一覧一覧一覧一覧
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採択は１教科につき，１教科書となります。

文部科学省著作教科書及び附則第９条規定による図書の見本は，各地域の指定
された学校，岡山県総合教育センター内に設置されている岡山県中央教科書セン
ターに展示されていますので，参考にしてください（特定の期間）。下の表は文
部科学省著作教科書の一覧です。“☆本（ほしぼん）”と呼ぶこともあります。



２２２２ 教室環境教室環境教室環境教室環境

教室は学校生活の拠点となります。子どもの実態に即して，過ごしやすく，安全で健康的な活動
しやすい教室にしましょう。

例えば，集中することが難しい子どもの場合には，子どもの席から見える範囲に気を取られやす
いものがないように留意しましょう（道具の置き場や教材等）。

★★★★場所場所場所場所とととと活動活動活動活動のののの意味意味意味意味をををを一致一致一致一致させるさせるさせるさせる
教室は，学習したり，着替えたり，休憩したりする等，多目的に使用されます。しかし，このことが，

自閉症のように，場所のもつ意味の理解を苦手とする子どもの混乱を引き起こしている原因の一つと考
えられます。したがって，教室環境の整え方の方針として，対象となる子どもの実態によっては，一つ
の活動には一つの場所を確保することを考えていきましょう。例えば，室内を活動ごとにパーティショ
ン等で仕切ることで，「ここは，これを行う場所」という意味を明確にすることが考えられます。

変化への対応に困難さのある子どもにとっては，好きなことや休憩時間の遊びから学習に切り替える
ことが難しいので，場所を変えることによって切り替えやすくなるようにします。例えば，学習エリア
と余暇エリアを分けて設定し，学習に使わないものは余暇エリアの方に置くようにする等です。

歯
ブ
ラ
シ

コ
ッ
プ

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

図鑑，将棋等

畳

作
業
机 教

材
棚

プ
リ
ン
ト

日
記
帳

連
絡
帳

一斉学習
エリア

個別学習エリア
個々の状態に合わせて，集中しや

すい環境にします。周囲の刺激の影
響を受けやすい子どもは，パーティ
ションを立てて刺激を遮断していま
す。

静かに本
を読む机

ハンガー
ラック

鏡

窓にスモークフィルムを貼る
ことで，外部からの刺激を遮断
しています。

～
～

～
～

～
～

～
～

提出物用かご

復習プリント，教材棚

入り口

（廊下側）

（外側）

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

【ある中学校特別支援学級の教室の例】
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プリント 日記帳 連絡帳

カバン

★★★★動線動線動線動線をををを意識意識意識意識するするするする
例えば，子どもが朝登校してから，どのように動いていくと朝の活動をスムーズに行うことがで

きるかをイメージしながら，活動に応じたスペースを配置していくことが大切です。

★★★★置置置置きききき場所場所場所場所をををを決決決決めめめめ，，，，表示表示表示表示するするするする
ロッカーや棚の一つ一つに，中に入れるものを分かりやすく表示（名前のラベルや写真を貼る

等）しておきましょう。

★★★★手順手順手順手順をををを確認確認確認確認できるようにするできるようにするできるようにするできるようにする
例えば，朝，教室に入ってからすること

をリストにして，提示する等しておきます。

朝すること

① 連絡帳，日記帳，宿題プリント
をかごに入れる。

② 教科書，ノートを机に入れる。

③ 筆箱を机に入れる。

④ カバンをロッカーに入れる。

⑤ 昆虫図鑑を読む。

これだと分かりや
すいな！

最後に，僕の大好
きな昆虫図鑑が読め
るから頑張るぞ！

★★★★仕切仕切仕切仕切りやかごりやかごりやかごりやかご等等等等でででで，，，，しまうしまうしまうしまう場所場所場所場所をををを区分区分区分区分けするけするけするけする
机の中には，例えば，右図のような入れ物で作成し

た引き出しを入れます。プラスチックかごや箱で仕切
り，小物を入れる場所にします。

はさみ 筆箱 教科書・ノート

ドリル 国語

ノート

シューズ体操服

朝の準備がなかなかできない子どもには，
本人の楽しみや好きなことを手順の最後に
入れて，活動意欲を高めます。
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３３３３ 教育課程教育課程教育課程教育課程

（１） 特別の教育課程の編成

特別支援学級は，障害のある子どもを対象として特別に編成された学級です。小学校又は中学
校の中に設置された学級であるため，教育課程は，小学校又は中学校の学習指導要領に基づいて
編成されることが原則となります。

しかし，子どもの障害の状態を考慮すると，小学校又は中学校の教育課程をそのまま適用する
ことが必ずしも適切でない場合があります。そのため，学校教育法施行規則第138条において，
特に必要がある場合には，特別特別特別特別のののの教育課程教育課程教育課程教育課程によることができると規定されています。

小学校又は中学校の教育課程に基づいて編成

① 各教科の内容

下学年の各教科の目標及び内容に替える
ことができる。

② 「自立活動」の指導
学習上又は生活上の困難の改善・克服を

目的とした「自立活動」を取り入れること
ができる。

原則原則原則原則

自閉症自閉症自閉症自閉症・・・・情緒障害特別支援学級情緒障害特別支援学級情緒障害特別支援学級情緒障害特別支援学級におけるにおけるにおけるにおける
特別特別特別特別のののの教育課程教育課程教育課程教育課程

① 各教科の内容
下学年や特別支援学校（知的障害）の

各教科の目標及び内容に替えることがで
きる。

適切な教科用図書を使用できる。

② 各教科等を合わせた指導
知的障害のある児童生徒を教育する場

合には，必要に応じて，各教科，道徳，
特別活動及び自立活動の全部又は一部を
合わせて指導することができる。

③ 「自立活動」の指導
学習上又は生活上の困難の改善・克服

を目的とした「自立活動」を取り入れる
ことができる。

知的障害特別支援学級知的障害特別支援学級知的障害特別支援学級知的障害特別支援学級におけるにおけるにおけるにおける
特別特別特別特別のののの教育課程教育課程教育課程教育課程

子どもの障害の状態
を考慮し，特に，必要
がある場合には，以下
のような教育課程が組
めます。

同じ特別支援学級
なのに，自・情の
学級と知的の学級
で違いがあるのは，

なぜかしら…？
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特別の教育課程を編成する際に，自閉症・情緒障害特別支援学級と知的障害特別
支援学級とに違いがあるのは，『適切な就学指導を行うために～一人一人の教育的
ニーズに応じた就学指導の充実～』（2009，岡山県教育庁特別支援教育課）の
「自閉症，情緒障害について」１）に記載されている次のような基準に沿って，就学
指導がなされているからです。

『適切な就学指導を行うために～一人一人の教育的ニーズに応じた就学指導の充実～』「表２ 就学基準と就学措置」
より関係箇所を一部抜粋

・ 自閉症・情緒障害特別支援学級で，知的障害がない子どもに「生活単元学習」や「作業学
習」等の，知的障害特別支援学校の教育課程を参考にした指導を実施する。

・ 中学校の自閉症・情緒障害特別支援学級で，該当学年の各教科を学習しているのにも関わ
らず，学級担任が全ての教科を指導する。 等

NGですですですです！！！！

自閉症・情緒障害者

１ 自閉症又はそれに類するもので
他人との意思疎通及び対人関係の
形成が困難である程度のもの

２ 主として心理的な要因による選
択性かん黙等があるもので，社会
生活への適応が困難である程度の
もの

特別支援学級
（自閉症・情緒障害）

特別支援学級
（知的障害）

特別支援学校
（知的障害）

自閉症又はそれに類するもので学校教育法施行令第22条の３の知的障害
者の項の程度の障害を併せ有するもの

（知的障害を併せ有する場合障害の状態に応じて検討）

（留意事項）

自閉症・情緒障害特別支援学級において教育することが適当な場合は，自閉症又はそれに類する
もののために，意思疎通や対人関係，行動に問題が認められ，通常の学級での学習では成果を上げ
ることが困難であり，特別な教育内容・方法による指導を必要とする場合である。

その際，学校教育法施行令第22条の３の表，知的障害者の項に達しない程度の知的障害を併せ有
する場合は，障害の状態に応じて，知的障害特別支援学級における教育を受けることについて検討
することが必要である。

その障害の状態によっては，医学的な診断の必要性も十分に検討し，総合的な見地から判断する
こと。
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簡単に言うと，岡山県では，「自閉症又はそれに類する」場合で，知的障害を「併せ有する」
場合は，知的障害特別支援学級で学習するよう就学指導がなされている，ということです。した
がって，自閉症・情緒障害特別支援学級で学ぶ子どもには，原則として“知的障害がない”とい
うことが前提になります。

そのために，学級種によって，前ページのような教育課程編成の違いが生じるというわけです。
つまり，知的障害特別支援学級は，知的障害特別支援学校の教育課程を導入できますが，自閉
症・情緒障害特別支援学級は知的障害がない子どもが学んでいるため，導入する根拠がないので，
通常の学級と同じ扱いになるのです。



（２） 特別の教育課程編成の手順

特別の教育課程を編成する場合には，以下のような点に配慮します。

① 子どもの実態把握① 子どもの実態把握

② 指導内容の決定② 指導内容の決定

◆ 一人一人の障害の状態や程度，特性を十分に把握します。
・ 障害の状態 … 医学的診断の結果，行動の特性，健康の状態 等
・ 発達や経験の程度 … 生育歴，発達の程度や特性，発達検査，指導記録 等
・ 興味・関心 … 学習の状況，学習や遊び等への興味・関心
・ 生活や学習環境 … 家庭・地域での生活の様子

◆ 学習状況を把握します。

◆ 身辺処理等の生活の様子やコミュニケーション能力，対人関係，運動能力等，実態を多面的
に捉え，子どもの姿が見えるように整理します。

◆ 保護者，養護教諭，交流学級の担任等からの情報を集め，担任だけの限定された実態把握で
はなく，より的確な実態把握となるようにします。

◆ 学級の状況（在籍人数や在籍学年の幅）も考慮します。

※ 子どもの実態把握は一時点で十分に把握することは困難であり，また，現在の子どもの実態
を固定的に捉えないようにする必要があります。日常の指導の中で，これまで気付かなかっ
た子どもの新しい側面を発見しようとする姿勢が，より的確な実態把握につながります。

◆ 子ども一人一人の教育目標を達成するためには，どのような指導内容が必要であるのかを明
らかにします。
・ 学年相当の学習が可能であると予想される教科と困難であると予想される教科は何か。
・ 交流及び共同学習で参加可能だと予想される教科は何か。
・ 下学年の指導内容の適用が望ましいとされる内容は何か。
・ 各教科等を合わせて指導を行う（知的障害特別支援学級）場合がよいかどうか。
・ 着替え，食事，排泄等，身辺処理状況はどうか。

◆ 各教科等の指導内容を考えます。
各教科等の指導内容については，小学校・中学校学習指導要領及び各教科の解説，特別支援

学校小学部・中学部学習指導要領及び解説で示されています。

③ 授業時数の配当③ 授業時数の配当

◆ 総授業時数や各教科等の授業時数については，小学校又は中学校に準ずることになります。
◆ 子どもの実態を考慮して，子どもの負担過重にならないよう各教科等の授業時数を配当しま

す。

④ 時間割の作成④ 時間割の作成

◆ 地域や学校，子どもの実態，各教科等や学習活動の特質等に応じて，創意工夫を生かし，時
間割を弾力的に編成します。

＊ 教育課程の届け出＊ 教育課程の届け出

◆ 特別支援学級において，特別の教育課程を編成する場合は，各市町村の教育委員会の管理規
則等に従って，届け出ることが必要です。
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自・情の学級は，知的障
害がないことが前提だから，
知的障害特別支援学校の教
育課程の「生活単元学習」
が時間割に出てくることは，
原則としてないんですよ。

４４４４ 自閉症自閉症自閉症自閉症・・・・情緒障害特別支援学級情緒障害特別支援学級情緒障害特別支援学級情緒障害特別支援学級のののの
教育課程教育課程教育課程教育課程のののの編成編成編成編成

自閉症・情緒障害特別支援学級の教育課程の編成については，原則として，小・中学校の該当学年の
教育課程の編成を基準とします。ただし，下の図のように，学級や子どもの実態に応じて，小・中学校
の各教科の内容を下学年の目標及び内容に替えたり，特別支援学校学習指導要領を参考にして，「自立
活動」を取り入れたりすることができます。

① 各教科の内容

下学年の各教科の目標及び内容に替える
ことができる。

② 「自立活動」の指導
学習上又は生活上の困難の改善・克服を

目的とした「自立活動」を取り入れること
ができる。

自閉症自閉症自閉症自閉症・・・・情緒障害特別支援学級情緒障害特別支援学級情緒障害特別支援学級情緒障害特別支援学級におけるにおけるにおけるにおける
特別特別特別特別のののの教育課程教育課程教育課程教育課程

特に，障害による学習上又は生活上の困難の改
善・克服を目的とした指導の領域である自立活動の
指導を取り入れ，編成することは大切な視点です。

自立活動の授業時数は，子どもの障害の状態に応
じて適切に定めることとされており，明確な基準が
示されているわけではありません。しかし，年間総
授業時数は各学年ごとに定められているので，自立
活動の時間を設定すると，その授業時数分，他の授
業時数を削減することになります。

このため，子ども一人一人の障害の状態等に即し
た適切な指導を行うためには，その子どもにとって，
何が重要であるかを十分に考慮し，バランスのよい
教育課程を編成することが大切です。

月月月月 火火火火 水水水水 木木木木 金金金金

２年 ６年 ２年 ６年 ２年 ６年 ２年 ６年 ２年 ６年

１１１１ 国語 理科 国語 理科 国語 社会 国語 国語 生活 総合

２２２２ 音楽 理科 国語 国語 図工 家庭 図工 図工 生活 総合

３３３３ 体育 自立活動 自立活動 音楽 体育 家庭 音楽 自立活動 算数 算数

４４４４ 算数 算数 生活 社会 国語 国語 算数 算数 国語 国語

５５５５ 自立活動 体育 算数 算数 算数 算数 道徳 道徳 学活 体育

６６６６ 社会 国語 外国語 学活

月月月月 火火火火 水水水水 木木木木 金金金金

１１１１ 国語 社会 英語 理科 数学

２２２２ 英語 数学 技・家 社会 国語

３３３３ 数学 保体 理科 道徳 理科

４４４４ 音楽 自立活動 数学 総合 社会

５５５５ 理科 英語 国語 総合 英語

６６６６ 社会 美術 保体 学活

小学校第小学校第小学校第小学校第２２２２学年学年学年学年とととと第第第第６６６６学年学年学年学年がががが在籍在籍在籍在籍しているしているしているしている場合場合場合場合のののの週時程表週時程表週時程表週時程表のののの例例例例小学校第小学校第小学校第小学校第２２２２学年学年学年学年とととと第第第第６６６６学年学年学年学年がががが在籍在籍在籍在籍しているしているしているしている場合場合場合場合のののの週時程表週時程表週時程表週時程表のののの例例例例

◇ 第２学年：自立活動の時間は，国語から１単位時間，体育から１単位時間を充てている。教科は，全て第２学年の学習内
容である。

◇ 第６学年：自立活動の時間は，国語から１単位時間，体育から１単位時間を充てている。教科は，算数のみ下学年対応に
している。

中学校第中学校第中学校第中学校第３３３３学年学年学年学年がががが在籍在籍在籍在籍しているしているしているしている場合場合場合場合のののの週時程表週時程表週時程表週時程表のののの例例例例中学校第中学校第中学校第中学校第３３３３学年学年学年学年がががが在籍在籍在籍在籍しているしているしているしている場合場合場合場合のののの週時程表週時程表週時程表週時程表のののの例例例例

生活単元学習が時間
割にないけど，実施し
ないのかなあ…？

◇ 自立活動の時間は英語から１時間を充てている。教科は全
て学年対応である。
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５５５５ 知的障害特別支援学級知的障害特別支援学級知的障害特別支援学級知的障害特別支援学級のののの教育課程教育課程教育課程教育課程のののの編成編成編成編成

知的障害特別支援学級において子どもを教育する場合には，知的障害があるために，小学校・中学校
の各教科等の目標や内容をそのまま適用することが適切でない場合があります。

そこで，特別支援学校小学部・中学部学習指導要領を参考にし，子どもの知的発達の程度や学校生
活・社会生活への適応の状況，生活経験を考慮しながら教育課程を編成し，適切な指導内容を選択する
ことが重要です。

① 各教科の内容
下学年や特別支援学校（知的障害）の

各教科の目標及び内容に替えることがで
きる。

適切な教科用図書を使用できる。

② 各教科等を合わせた指導
知的障害のある児童生徒を教育する場

合には，必要に応じて，各教科，道徳，
特別活動及び自立活動の全部又は一部を
合わせて指導することができる。

③ 「自立活動」の指導
学習上又は生活上の困難の改善・克服

を目的とした「自立活動」を取り入れる
ことができる。

知的障害特別支援学級知的障害特別支援学級知的障害特別支援学級知的障害特別支援学級におけるにおけるにおけるにおける
特別特別特別特別のののの教育課程教育課程教育課程教育課程 知的障害者を教育する特別支援学校では，特に

必要がある場合は，各教科，道徳，特別活動及び
自立活動の全部又は一部について，合わせて授業
を行うことができると規定されています。

また，従来から各教科等を合わせた指導として，
「日常生活の指導」「生活単元学習」「遊びの指
導」「作業学習」等が実践されています。

そこで，知的障害特別支援学級では，
特別支援学校の各教科等で編成する場合
には，各教科等を合わせた指導，教科・
領域別の指導を組み合わせて編成するこ
とが必要になる場合があります。

なお，総合的な学習の時間については，
特別支援学級が小・中学校に設置された
学級であることから，適切な時間を設定
する必要があることに留意する必要があ
ります。

月月月月 火火火火 水水水水 木木木木 金金金金

１１１１ 日常生活の指導

２２２２ 算数 国語 算数 国語 算数

３３３３ 生活単
元学習

道徳 生活単
元学習

音楽 生活単
元学習４４４４ 体育 体育

５５５５ 音楽 総合 国語 学活 図工

６６６６ 総合 図工

月月月月 火火火火 水水水水 木木木木 金金金金

１１１１ 国語 外国語 数学 国語 外国語

２２２２ 数学 国語 総合 数学 国語

３３３３ 社会 数学 生活単
元学習

保体 理科

４４４４ 理科 美術 道徳 社会

５５５５ 自立活動 保体 音楽 技・家 総合

６６６６ 保体 学活 技・家 自立活動

小学校第小学校第小学校第小学校第３３３３学年学年学年学年がががが在籍在籍在籍在籍しているしているしているしている場合場合場合場合のののの週時程表週時程表週時程表週時程表のののの例例例例小学校第小学校第小学校第小学校第３３３３学年学年学年学年がががが在籍在籍在籍在籍しているしているしているしている場合場合場合場合のののの週時程表週時程表週時程表週時程表のののの例例例例 中学校第中学校第中学校第中学校第１１１１学年学年学年学年がががが在籍在籍在籍在籍しているしているしているしている場合場合場合場合のののの週時程表週時程表週時程表週時程表のののの例例例例中学校第中学校第中学校第中学校第１１１１学年学年学年学年がががが在籍在籍在籍在籍しているしているしているしている場合場合場合場合のののの週時程表週時程表週時程表週時程表のののの例例例例
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知的障害がある場合，教科や領域ごとに別々に指導された内容を統合して，生活
に役立たせる知識にまとめていくことに困難さがあると考えられます。そこで，教
科ごと領域ごとに分けて指導するのではなく，生活に結び付いた実際的で具体的な
活動を学習活動の中心に据え，それを実際的な状況下で指導することが効果的であ
るといえます。

また，この「各教科等を合わせた指導」は，小・中学校の各教科等ではなく，知
的障害特別支援学校の各教科等です。上に述べたように，知的障害があることを前
提とした指導の形態ですから，当然，知的障害特別支援学校の各教科等になります。

ところで，なぜ，
各教科等を「合わせ
る」のだろう…？

参考① ～特別支援学校（知的障害）の教育課程の構造～参考① ～特別支援学校（知的障害）の教育課程の構造～

・小学部 … 生活，国語，算数，音楽，図画工作，体育
・中学部 … 国語，社会，数学，理科，音楽，美術，保健体育，職業・家庭（必修）

外国語は，学校の判断で必要に応じて設けることができる。その他特に
必要な教科を各学校の判断によって設けることができる。

・道徳
・特別活動
・自立活動

指導指導指導指導のののの内容内容内容内容

指導指導指導指導のののの形態形態形態形態

○日常生活の指導
○遊びの指導
○生活単元学習
○作業学習

各教科等各教科等各教科等各教科等をををを合合合合わせたわせたわせたわせた指導指導指導指導各教科等各教科等各教科等各教科等をををを合合合合わせたわせたわせたわせた指導指導指導指導

○各教科
・生活
・国語
・算数，数学
・音楽 等

教科別教科別教科別教科別のののの指導指導指導指導教科別教科別教科別教科別のののの指導指導指導指導

○道徳
○特別活動
○自立活動

領域別領域別領域別領域別のののの指導指導指導指導領域別領域別領域別領域別のののの指導指導指導指導

総合的な
学習の時間
（小学部は除く）

教科教科

領域領域

総合的な学習総合的な学習 （※小学部は除く）

それから，「合わせる」
各教科等とは，通常の小・
中学校の各教科等のことな
のかなあ…？

「「「「合合合合わせるわせるわせるわせる」」」」ことについてのことについてのことについてのことについての素朴素朴素朴素朴なななな疑問疑問疑問疑問…？？？？？？？？？？？？「「「「合合合合わせるわせるわせるわせる」」」」ことについてのことについてのことについてのことについての素朴素朴素朴素朴なななな疑問疑問疑問疑問…？？？？？？？？？？？？
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参考② ～特別支援学校（知的障害）の各教科とは～参考② ～特別支援学校（知的障害）の各教科とは～

特別支援学校（知的障害）の各教科とは，どのような内容になっているのでしょう。

ここでは，特別支援学校（知的障害）の国語と算数・数学を例として取り上げ，小学部から高
等部までの系統を示してみます。

聞聞聞聞くくくく・・・・話話話話すすすす
読読読読むむむむ 書書書書くくくく

（聞く） （話す）

１１１１段階段階段階段階
（（（（小学部小学部小学部小学部
１１１１段階段階段階段階））））

教師の話を聞いたり，
絵本を読んでもらっ
たりする。

教師などの話し掛け
に応じ，表情，身振
り，音声や簡単な言
葉で表現する。

教師と一緒に絵本な
どを楽しむ。

いろいろな筆記用具
を使って書くことに
親しむ。

２２２２段階段階段階段階
（（（（小学部小学部小学部小学部
２２２２段階段階段階段階））））

教師や友達などの話
し言葉に慣れ，簡単
な説明や話し掛けが
分かる。

見聞きしたことなど
を簡単な言葉で話す。

文字などに関心をも
ち，読もうとする。

文字を書くことに興
味をもつ。

３３３３段階段階段階段階
（（（（小学部小学部小学部小学部
３３３３段階段階段階段階））））

身近な人の話を聞い
て，内容のあらまし
が分かる。

見聞きしたことなど
のあらましや自分の
気持ちなどを教師や
友達と話す。

簡単な語句や短い文
などを正しく読む。

簡単な語句や短い文
を平仮名などで書く。

４４４４段階段階段階段階
（（（（中学部中学部中学部中学部））））

話のおよその内容を
聞き取る。

見聞きしたことや経
験したこと，自分の
意見などを相手に分
かるように話す。

簡単な語句，文及び
文章などを正しく読
む。

簡単な手紙や日記な
どの内容を順序立て
て書く。

５５５５段階段階段階段階
（（（（高等部高等部高等部高等部
１１１１段階段階段階段階））））

話の内容の要点を落
とさないように聞き
取る。

目的や場に応じて要
点を落とさないよう
に話す。

いろいろな語句，文
及び文章を正しく読
み，内容を読み取る。

手紙や日記などを目
的に応じて正しく書
く。

６６６６段階段階段階段階
（（（（高等部高等部高等部高等部
２２２２段階段階段階段階））））

話し手の意図や気持
ちを考えながら，話
の内容を適切に聞き
取る。

自分の立場や意図を
はっきりさせながら，
相手や目的，場に応
じて適切に話す。

目的や意図などに応
じて文章の概要や要
点などを適切に読み
取る。

相手や目的に応じて
いろいろな文章を適
切に書く。

国国国国 語語語語国国国国 語語語語

特別支援学校学習指導要領解説を読むと，例えば，「聞く・話す」の１段階の「教師の
話を聞いたり」とは，教師から名前を呼ばれたり，言葉をかけられたとき等に応じること，
つまり，振り向いたり，耳を傾けたりできること。また，簡単な指示を受けてよく見たり，
よく聞いたりするようにすることと書いてあるわ。これが「聞く」ことの初歩になるのね。

次に，最終段階の６段階を見ると，相手の立場や意図，気持ちを考慮しながら話を聞き
取ること，また，物語や劇等の場面の情景や登場人物の気持ちが分かること，指示や説明
を聞き取り，適切に行動できること等が挙がっているわ。更に，テレビ放送やラジオ放送
等から必要な情報を得て生活に生かすことも例示されているんですね。

知的障害特別支援学校の各教科は，国語に限らず，実際の生活に深く関連しているのね。
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※ 実際に指導するに当たっては，各教科の内容から具体的指導内容を設定することになります。その際には，参考として，岡山県
教育庁特別支援教育課及び特別支援学校長会作成の『岡山県特別支援教育指導資料』（平成24年４月岡山県教育庁特別支援教育課
Webページ掲載予定）を御参照ください。

※ 『特別支援学校学習指導要領解説総則等編（幼稚部・小学部・中学部）』に基づき作成



数量数量数量数量のののの基礎及基礎及基礎及基礎及びびびび
数数数数とととと計算計算計算計算

量量量量とととと測定測定測定測定 図形図形図形図形・・・・数量関係数量関係数量関係数量関係 実務実務実務実務

１１１１段階段階段階段階
（（（（小学部小学部小学部小学部
１１１１段階段階段階段階））））

具体物があることが
分かり，見分けたり，
分類したりする。
（※１段階のみ「数量の基
礎」，２～６段階は「数と
計算」）

身近にあるものの大
小や多少などに関心
をもつ。

身近にあるものの形
の違いに気付く。

２２２２段階段階段階段階
（（（（小学部小学部小学部小学部
２２２２段階段階段階段階））））

身近にある具体物を
数える。

身近にあるものの長
さやかさなどを比較
する。

基本的な図形や簡単
な図表に関心をもつ。

一日の時の移り変わ
りに気付く。

３３３３段階段階段階段階
（（（（小学部小学部小学部小学部
３３３３段階段階段階段階））））

初歩的な数の概念を
理解し，簡単な計算
をする。

身近にあるものの重
さや広さなどが分か
り，比較する。

基本的な図形が分か
り，その図形を描い
たり，簡単な図表を
作ったりする。

時計や暦に関心をも
つ。

４４４４段階段階段階段階
（（（（中学部中学部中学部中学部））））

日常生活における初
歩的な数量の処理や
計算をする。

長さ・重さなどの単
位が分かり，測定す
る。

図形の特徴や図表の
内容を理解し，作成
する。

金銭や時計・暦など
の使い方に慣れる。

５５５５段階段階段階段階
（（（（高等部高等部高等部高等部
１１１１段階段階段階段階））））

日常生活に必要な数
量の処理や計算をす
る。

長さ・重さなどの単
位の関係が分かり，
測定する。

図形を正しく作図し
たり，表やグラフを
工夫して作ったりす
る。

金銭や時計・暦など
の正しい使い方が分
かる。

６６６６段階段階段階段階
（（（（高等部高等部高等部高等部
２２２２段階段階段階段階））））

生活に必要な数量の
処理や計算をする。

長さ・重さ・量など
の測定方法を理解し，
活用する。

様々な図形，表やグ
ラフを理解し，工夫
して使う。

生活に必要な金銭や
時計・暦などを工夫
して使う。

算数算数算数算数・・・・数学数学数学数学算数算数算数算数・・・・数学数学数学数学

日常の生活との関連は，例えば，「数と計算」の６段階でも言えそうだよ。解説に示されて
いる具体例には，「加法・減法」については，1,000,000程度を取り扱い，将来の生活設計等
と結び付けて指導すること。また，他にも，生活に結び付いた課題の解決に，乗法や除法，加
法，減法等の計算を使う場合，特に，設問の意味を的確に捉えて計算式を立てる指導を重視し，
計算機を使用できるようにすること。また，束ねて数えた結果や納品書や領収書等で使われる
大きな数字を正確に処理すること等が挙げられています。子どもの生活自立，社会自立と密接
に関わった内容だと感じます。
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特別支援学校学習指導要領解説には「数量の基礎」という１段階では，具体物を指差したり，
つかもうとしたり，隠されたものを探したりする等，具体物を対象として捉えることが例とし
て示されています。算数の最も基礎となる内容なんですね。知的障害特別支援学校の各教科が
“０歳からの教科”であると言われているのもうなずけます。

それから，「実務」という観点があるのね。実際の生活に，より密着した内容になっていま
す。特に，金銭に関する実務については，解説にこんな記述があるわ。「金銭に関する実務に
ついて，小学部では，生活科において取り扱うが，必要に応じて，生活科の指導内容との関連
を図り，算数科で取り上げて指導することも大切である」２）つまり，金銭については，基本的
には，「生活科」で扱うことになっているのね。

※ 『特別支援学校学習指導要領解説総則等編（幼稚部・小学部・中学部）』に基づき作成



６６６６ 障害障害障害障害のののの状態等状態等状態等状態等にににに応応応応じたじたじたじた指導指導指導指導

（１） 各教科等を合わせた指導

「日常生活の指導」「日常生活の指導」

「遊びの指導」「遊びの指導」

知的障害特別支援学級の教育課程においては，各教科，道徳，特別活動及び自立活動の全部又
は一部を合わせた指導を行うことができます。

日常生活の指導は，子どもの日常生活が充実し，高まるように日常生活の諸活動を適切に指導
するものです。

日常生活の指導は，小学部の「生活」の内容だけでなく，広範囲に，各教科等の内容が扱われ
ます。それらは，例えば，衣服の着脱，洗面，手洗い，排泄，食事，清潔等，基本的生活習慣の
内容や，挨拶，言葉遣い，礼儀作法，時間を守ること，きまりを守ること等の日常生活や社会生
活において必要で基本的な内容です。

遊びの指導は，遊びを学習活動の中心に据えて取り組み，身体活動を活発にし，仲間との関わ
りを促し，意欲的な活動を育み，心身の発達を促していくものです。

遊びの指導では，生活科の内容をはじめ，各教科等に関わる広範囲の内容が扱われ，場や遊具
等が限定されることなく，児童が比較的自由に取り組むものから，期間や時間設定，題材や集団
構成等に一定の条件を設定し活動するといった比較的制約性が高い遊びまで連続的に設定されま
す。また，遊びの指導の成果が各教科別の指導等に生きることもあります。

指導に当たって考慮する点

• 日常生活日常生活日常生活日常生活のののの自然自然自然自然なななな流流流流れにれにれにれに沿沿沿沿いいいい，，，，実際的実際的実際的実際的でででで必然性必然性必然性必然性のあるのあるのあるのある状況下状況下状況下状況下でででで行行行行うううう
（例）挨拶や礼儀作法を指導内容とするために，健康観察を行った後に，健康観察カードを養護教諭に届ける

活動を設定した。

• 毎日反復毎日反復毎日反復毎日反復してしてしてして行行行行いいいい，，，，生活習慣生活習慣生活習慣生活習慣のののの形成形成形成形成をををを図図図図りりりり，，，，繰繰繰繰りりりり返返返返しながらしながらしながらしながら発展的発展的発展的発展的にににに取取取取りりりり扱扱扱扱うううう
（例）健康観察カードを保健室に届ける際，「おはようございます」という挨拶ができることを目標とした。

その目標が達成されると，次は「おはようございます。健康観察カードを届けに来ました」というよう
に発展させ，最終的には養護教諭とその場に応じた簡単なやりとりができることを目指した。

• できつつあることやできつつあることやできつつあることやできつつあることや意欲的意欲的意欲的意欲的なななな面面面面をををを考慮考慮考慮考慮しししし，，，，適切適切適切適切なななな援助援助援助援助とととと段階的段階的段階的段階的なななな指導指導指導指導
（例）給食の前に手洗いをすることは定着してきているので，石けんを使いながら，きれいに手を洗う手順を

段階的に指導した。

• 指導場面指導場面指導場面指導場面やややや集団集団集団集団のののの大大大大きさきさきさきさ等等等等，，，，活動活動活動活動のののの特徴特徴特徴特徴をををを踏踏踏踏まえまえまえまえ，，，，個個個個々々々々のののの実態実態実態実態にににに即即即即したしたしたした効果的効果的効果的効果的なななな指導指導指導指導
（例）事務室に物を届けに行くことはまだ戸惑いがあるので，上級生と一緒に届けに行くことで安心感をもち，

上級生の言動をモデルにしながら，少しずつ一人で行けるようになることを目指した。

指導に当たって考慮する点

• 児童が積極的に遊ぼうとする環境を設定する。

• 教師と児童，児童同士の関わりを促すことができるよう，場の設定，教師の対応，遊具等を工
夫する。

• 身体活動が活発に展開できる遊びを多く取り入れるようにする。

• 遊びをできる限り制限することなく，児童の健康面や衛生面に配慮しつつ，安全に遊べる場や
遊具を設定する。

• 自ら遊びに取り組むことが難しい児童には，遊びを促したり，遊びに誘ったりして，色々な遊
びを経験できるようにして，遊びの楽しさを味わわせるようにする。
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「生活単元学習」「生活単元学習」

「作業学習」「作業学習」

生活単元学習は，子どもが生活上の目標を達成したり，課題を解決したりするために，一連の
活動を組織的に経験することによって，自立的な生活に必要な事柄を実際的，総合的に学習する
ものです。また，学習の中で広範囲に各教科等の内容が扱われます。

生活単元学習の指導では，子どもの学習活動は，生活的な目標や課題に沿って組織されること
が大切です。また，特別支援学校小学部においては，児童の知的障害の状態等に応じ，遊びを取
り入れた生活単元学習を展開している学校もあります。詳しくは次ページ以降を参照してくださ
い。

作業学習は，作業活動を学習活動の中心にしながら，子どもの働く意欲を培い，将来の職業生
活や社会自立に必要な事柄を総合的に扱うものです。

作業学習の指導は，単に職業・家庭科の内容だけでなく，各教科等の広範囲の内容が扱われま
す。作業学習で取り扱われる作業活動の種類は，農耕，園芸，紙工，木工，縫製，織物，金工，
窯業，セメント加工，印刷，調理，食品加工，クリーニング等の他，販売，清掃，接客等も含み，
多種多様です。

作業内容選定の条件

・ 段階的な指導が可能なもの ・ 共同で作業できるもの
・ 喜びや成就感が味わえるもの ・ 作業内容が安全であるもの
・ 原料・材料が入手しやすいもの ・ 製品の利用価値が高いもの
・ 地域の特色が表れるもの ・ 多様な障害の生徒が取り組めるもの

主な作業種の例

農 業 野菜 穀物 きのこ 等

園 芸 花 植木 ドライフラワー 等

畜 産 養鶏 鶉（うずら） 等

紙 工 箱 コースター 等

木 工 鉢カバー ベンチ すのこ いす 等

紙すき はがき 便箋 コースター 等

織 工 座布団 マフラー 花瓶敷き 等

縫 工 雑巾 巾着袋 エプロン 等

窯 業 花瓶 湯飲み コーヒーカップ 小皿 等

金 工 文鎮 ちりとり 等

印 刷 名刺 はがき 等

セメント加工 ブロック 敷石 等

調理，製菓 カレーライス クッキー 等

リサイクル 空き缶 古新聞 等

レザークラフト ペンケース 小銭入れ 等

接 客 販売 流通サービス 喫茶サービス 等

清 掃 ビルクリーニング 等
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「「「「生活生活生活生活単元学習単元学習単元学習単元学習」」」」についてについてについてについて「「「「生活生活生活生活単元学習単元学習単元学習単元学習」」」」についてについてについてについて

前ページでは，各教科等を合わせた指導について概観してきましたが，ここでは，その代表的な
指導形態である「生活単元学習」を取り上げます。

まず，生活単元学習の指導計画の作成に当たっては，以下のような点を考慮することが重要です。

① 単元は，実際の生活から発展し，児童生徒の知的障害の状態等や興味・関心などに応じたものであり，個人
差の大きい集団にも適合するものであること。

② 単元は，必要な知識・技能の獲得とともに，生活上の望ましい習慣・態度の形成を図るものであり，身に付
けた内容が生活に生かされるものであること。

③ 単元は，児童生徒が目標をもち，見通しをもって，単元の活動に積極的に取り組むものであり，目標意識や
課題意識を育てる活動をも含んだものであること。

④ 単元は，一人一人の児童生徒が力を発揮し，主体的に取り組むとともに，集団全体で単元の活動に共同して
取り組めるものであること。

⑤ 単元は，各単元における児童生徒の目標あるいは課題の成就に必要かつ十分な活動で組織され，その一連の
単元の活動は，児童生徒の自然な生活としてのまとまりのあるものであること。

⑥ 単元は，豊かな内容を含む活動で組織され，児童生徒がいろいろな単元を通して，多種多様な経験ができる
ように計画されていること。

生活単元学習の指導を計画するに当たっては，一つの単元が，２，３日で終わる場合もあれば，１学期間，あ
るいは１年間続く場合もあるため，年間における単元の配置，各単元の構成や展開について十分検討する必要が
ある。

① 単元は，実際の生活から発展し，児童生徒の知的障害の状態等や興味・関心などに応じたものであり，個人
差の大きい集団にも適合するものであること。

② 単元は，必要な知識・技能の獲得とともに，生活上の望ましい習慣・態度の形成を図るものであり，身に付
けた内容が生活に生かされるものであること。

③ 単元は，児童生徒が目標をもち，見通しをもって，単元の活動に積極的に取り組むものであり，目標意識や
課題意識を育てる活動をも含んだものであること。

④ 単元は，一人一人の児童生徒が力を発揮し，主体的に取り組むとともに，集団全体で単元の活動に共同して
取り組めるものであること。

⑤ 単元は，各単元における児童生徒の目標あるいは課題の成就に必要かつ十分な活動で組織され，その一連の
単元の活動は，児童生徒の自然な生活としてのまとまりのあるものであること。

⑥ 単元は，豊かな内容を含む活動で組織され，児童生徒がいろいろな単元を通して，多種多様な経験ができる
ように計画されていること。

生活単元学習の指導を計画するに当たっては，一つの単元が，２，３日で終わる場合もあれば，１学期間，あ
るいは１年間続く場合もあるため，年間における単元の配置，各単元の構成や展開について十分検討する必要が
ある。

生活単元学習は，「各教科等を合わせた指導」という指導の形態です。各教科の内容を教えるために単元を
組むのではありません。単元のテーマは，子どもの実態を多面的に把握したり，子どもの「～したい」という
思いを総合的に捉えたりしながら設定していきます。設定したテーマに基づき，単元計画を作成していく段階
で，展開に関わる活動の中に内在する教科に関連する指導内容が結果的に抽出されてくることになります。

つまり，子どもにとっては，生活上の目標を達成したり，課題を解決したりする活動に取り組む過程で，結
果として，いろいろな領域や教科の内容が身に付くことになります。

具体的には，お世話になった地域の人を招待して行う「うどんパーティーをしよう」の単元に取り組む中で，
招待状の書き方や説明の仕方（国語），重さの量り方（数学）等様々な事柄を学んでいく，そんなイメージで
す。

評価については，活動の視点だけでなく，各教科（例えば，国語や数学）の視点から評価することも必要で
す。また，子どもの実際の生活の中で，評価できる場面を設定して，「～できた」と評価することも大切です。

ここで取り上げる生活上の目標や課題とは，例えば，「おいもを掘って，焼いて食べた
い」「卒業生を送る会をして喜んでもらいたい」等，生活をしていく上で，子ども自身が
「～したい」と思っていることです。それこそが，生活上の目標や課題というべきもので
す。この目標や課題を設定するには，子どもの実態を捉えることが必要であることは言う
までもありませんが，「～したい」という気持ちを引き出すためにも，子どもの意欲的，
主体的な生活の実現を目指した日々の取り組みが大変重要になってきます。
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生活単元学習の単元例生活単元学習の単元例

生活単元学習はテーマの設定の仕方により，一般的に次のような分類がなされます。

◆ 学校行事と関連付けた単元 … 遠足，運動会，学習発表会，宿泊学習 等
◆ 季節や季節の行事と関連付けた単元 … 七夕，収穫祭，豆まき 等
◆ 生活上の課題を基にした単元 … 「～パーティーをしよう」「～のお店を開こう」 等
◆ 生活上の偶発的な事柄を基にした単元 … 「被災地のために募金をしよう」 等

以下に，子どもの「～したい」という思いを大切に育て上げながら，生活単元学習を進めていった
小学部の展開例の一部を示します。

時
期
時
期
時
期
時
期

主主主主なななな活動及活動及活動及活動及びびびび子子子子どものどものどものどもの願願願願いといといといと教師教師教師教師のののの導導導導きききき 結果結果結果結果としてとしてとしてとして身身身身にににに付付付付くくくく
とととと予想予想予想予想されるされるされるされる教科等教科等教科等教科等
のののの内容内容内容内容教師教師教師教師のののの導導導導きききき 子子子子どものどものどものどもの願願願願いいいい

五
月
中
旬

「ねえ，畑で何作りたい？」 「トマト」「サツマイモ」
「できたら，みんなで食べたいね」 「いいね，やきいも食べたい！」

「みんなでパーティーやりたいな」
「そうだね，楽しそうだね」 「楽しいよ，きっと！」
「ところで，これ，何だか分かる？」 「何かな？葉っぱがいっぱいだ」
「これはね，サツマイモのつるなんだ」 「ねえ，先生，植えてみたい！」

「どうやって植えるの？」
「じゃあ，みんなで調べてみる？」 「うん，調べる」

植え方を調べてサツマイモを植える

【生活】
・ 「自然」「役割」

「手伝い」に関する
内容

十
月
下
旬

「今日はやきいもを買ってきたよ！」 「おいしそう！食べていいの？」
「いいよ。みんなで食べようね」 「いただきます！」

「熱いけど，おいしい！」
「甘い！」
「僕たちのおいもも，大きくなったかな

あ」
「じゃあ，畑に見に行こうか」 「行こう，行こう！」

サツマイモを収穫する

「たくさんとれたよ。何個あるかな」
「数えてみようか」 「うん，数える」

「３８個もあったよ」
「お家にも持って帰りたいな」

「じゃあ，一人３個ずつ持って帰ろう」 「袋に詰めよう。１個，２個，３個」
「まだ，たくさんあるよ」
「やきいもパーティーやりたいな」

「いいねえ。パーティーは誰とやりたいの」 「ぼくは職員室の先生を呼びたい」
「私はお家の人にも来てほしい」

「じゃあ，招待状書こうか」 「書く，書く！」
「招待状には何を書けばいいのかな」 「いつやるかを書かなきゃ」

「どこでやるかも」
「プログラムもいるよ」

招待状を書く

「教室もきれいに飾りたい！」
「いもの絵を描いて飾ろう」

教室の飾り付けをする

【生活】
・ 「食事」「清潔」

に関する内容

【生活】
・ 「自然」「役割」

「手伝い」に関する
内容

【算数】
・ 「数と計算」に関

する内容
【国語】
・ 「書くこと」に関

する内容
・ 「話すこと」に関

する内容

【図画工作】
・ 「表現」に関する

内容

単元名単元名単元名単元名「「「「ややややきいもきいもきいもきいもパーティーパーティーパーティーパーティーをしようをしようをしようをしよう」」」」単元名単元名単元名単元名「「「「ややややきいもきいもきいもきいもパーティーパーティーパーティーパーティーをしようをしようをしようをしよう」」」」

評価も各教科等の目
標に照らして行うこ
とに留意する
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前ページの単元の流れを単元計画にして記述してみます。

単元「やきいもパーティーをしよう」では，単元そのものに入る前
に，子どもの「～したい」という課題意識を明確にしつつ，醸成させ
ていくための，言わば“プレ単元”とでもいう学習活動が５月に組み
込まれています。

この“プレ単元”によって，後に展開していく本単元における子ど
もの課題意識を，より明確にすることができます。

また，教科等の内容が先にあるのではなく，子どもの課題意識を大
切にした展開の中で，結果的に教科等の内容が身に付くということは，
前に述べたとおりです。

○ 単元名 「やきいもパーティーをしよう」

○ 単元の目標
・ 自分から進んで「やきいもパーティー」の計画や準備，運営をすることができる。
・ 友達と協力しながら，計画や準備を進めたり，パーティーが楽しくなるように工夫を凝ら

したりすることができる。

○ 単元計画（全１５時間）

第一次
第１・２時 サツマイモを収穫しよう
第３・４時 「やきいもパーティー」の計画を立てよう
第５・６時 招待状を書こう
第７～１０時 係分担（司会，初めと終わりのあいさつ，クイズ係，飾り付け係等）に

従って準備しよう
第１１～１４時 「やきいもパーティー」をしよう

第二次
第１時 振り返りをしよう

「「「「やきいもやきいもやきいもやきいもパーティーパーティーパーティーパーティーをしようをしようをしようをしよう」」」」単元計画例単元計画例単元計画例単元計画例「「「「やきいもやきいもやきいもやきいもパーティーパーティーパーティーパーティーをしようをしようをしようをしよう」」」」単元計画例単元計画例単元計画例単元計画例
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（２） 教科別の指導

教科別の指導とは，時間割の中に，各教科の時間を設けて指導することです。指導を行う教科
やその授業時数の定め方は，対象とする子どもの実態によっても異なります。一人一人の子ども
の障害の状態や発達段階等に応じた教科別の指導を展開しましょう。

知的障害知的障害知的障害知的障害のあるのあるのあるのある子子子子どものどものどものどもの各教科各教科各教科各教科のののの指導指導指導指導知的障害知的障害知的障害知的障害のあるのあるのあるのある子子子子どものどものどものどもの各教科各教科各教科各教科のののの指導指導指導指導

知的障害のある子どもの学習では，小・中学校の各教科の目標や内容を踏まえて指導しますが，
子どもの実態によっては，小・中学校の学習内容が適切ではない場合もあります。

そこで，教科別の指導を計画するに当たっては，一人一人の子どもの興味・関心，学習状況，
生活経験等を十分に考慮した内容を選択，組織することが大切になります。

また，特別の教育課程を編成する場合は，特別支援学校学習指導要領の知的障害者を教育する
特別支援学校の各教科を参考に編成することができます。

◆小学校 … 国語，社会（第３～６学年），算数，理科（第３～６学年），
生活（第１・２学年），音楽，図画工作，家庭（第５・６学年），体育

◆中学校 … 国語，社会，数学，理科，音楽，美術，保健体育，技術・家庭，外国語

◆小学部 … 生活，国語，算数，音楽，図画工作，体育
◆中学部 … 国語，社会，数学，理科，音楽，美術，保健体育，職業・家庭，外国語（選択）

小・中学校の各教科

知的障害者を教育する特別支援学校の各教科

Check point１Check point１ ～～～～特別支援学校特別支援学校特別支援学校特別支援学校のののの「「「「生活生活生活生活」」」」とととと小学校小学校小学校小学校のののの「「「「生活生活生活生活」」」」とのとのとのとの違違違違いいいい～～～～

特別支援学校（知的障害）小学部の各教科である「生活」は，小学校第１・２学年の各教科である「生
活」と同じ教科名ですが，内容には大きな違いがあります。

特別支援学校（知的障害）小学部の「生活」は第１～６学年を通して履修します。内容は，３段階に分け
て構成（「段階」については下の「Check point ２」を参照）されています。具体的には，「基本的生活習
慣」「健康・安全」「遊び」「交際」「役割」「手伝い・仕事」「きまり」「日課・予定」「金銭」「自
然」「社会の仕組み」「公共施設」の１２の観点から構成されており，例えば，「基本的生活習慣」の内容
は，更に「食事」「用便」「寝起き」「清潔」「身の回りの整理」「身なり」に分けられています。特別支
援学校学習指導要領解説に「生活の自然の流れに沿って指導することが重要である」と記述されているよう
に，基本的には，時間割の中で単独に位置付くというよりも，「生活単元学習」や「日常生活の指導」等の
「各教科等を合わせた指導」の中心的な教科として位置付くことになります。

一方，小学校の「生活」は，単独で時間割に位置付き，「学校と生活」「家庭と生活」「地域と生活」
「公共物や公共施設の利用」「季節の変化と生活」「自然や物を使った遊び」「動植物の飼育・栽培」「生
活や出来事の交流」「自分の成長」という九つの内容から構成されています。

Check point ２Check point ２ ～「～「～「～「学年別学年別学年別学年別」」」」ではなくではなくではなくではなく「「「「段階別段階別段階別段階別」～」～」～」～

特別支援学校（知的障害）各教科の内容は，学年別には示されておらず，段階別（小学部３段階，中学部
１段階，高等部２段階）に示されています。その理由は，対象とする子どもの学力等が，同一学年であって
も，知的障害の状態や経験等が様々であり，個人差が大きいためです。例えば，中学部に所属している子ど
もでも，小学部段階の内容を学習する場合もあります（ただし，教科名は変えられません）。
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知的障害知的障害知的障害知的障害のないのないのないのない子子子子どものどものどものどもの各教科各教科各教科各教科のののの指導指導指導指導知的障害知的障害知的障害知的障害のないのないのないのない子子子子どものどものどものどもの各教科各教科各教科各教科のののの指導指導指導指導

自閉症・情緒障害特別支援学級のように，知的障害がなかったり，比較的軽度であったりする
場合は，小・中学校学習指導要領に示されている教科の目標及び内容を学習します。（ただし，
障害による学習上又は生活上の困難を主体的に改善・克服するための領域である「自立活動」の
指導は行うことになります。詳細は「領域別の指導」の項で述べます。）

道徳，外国語活動（小学校のみ），特別活動，自立活動の時間を，各教科とは区別して，領域
別の指導と呼びます。領域別の指導は，子どもの実態によって適切に取り扱うことが必要です。
それぞれのねらいと子どもの実態に応じて指導の工夫をしましょう。

特別支援学級においても，通常の学級と同様に，学校の教育活動全体を通して，道徳的な心
情，判断力，実践意欲と態度等の道徳性を養うことをねらいとしています。道徳の時間は，小
学校，中学校の道徳教育の目標に基づき，各教科，外国語活動，総合的な学習の時間及び特別
活動における道徳教育と密接な関連を図りながら進めていきます。

特別支援学級の子どもは，その障害の状態により，様々な面で経験不足になりがちです。そ
こで，道徳の時間における指導においても，各教科等との関連を密にしながら，経験を広げて
いくことが必要です。

知的障害のある子どもの場合は，より生活に結び付いた具体的な場面を通して指導すること
が効果的です。

道 徳

外国語活動は，外国語を通じて，言語や文化について体験的に理解を深め，積極的にコミュ
ニケーションを図ろうとする態度の育成を図り，外国語の音声や基本的な表現に慣れ親しませ
ながら，コミュニケーション能力の素地を養うことをねらいとしています。

ただ，特別支援学校学習指導要領において，知的障害を対象とする小学部の教育課程に外国
語活動は設定されていません。そこで，知的障害特別支援学校の学習指導要領を取り入れてい
る小学校特別支援学級（知的障害特別支援学級）の場合には，外国語活動を行う必要はありま
せん。ただし，外国語活動のねらいや学習内容等から実施が可能と判断される場合には，交流
学級での外国語活動の授業への参加や特別支援学級での指導時間の設定等行うことができます。
また，知的障害がなく，外国語活動を行う場合には，以下のことに配慮して指導する必要があ
ります。

① 児童の障害の状態に応じて，指導内容を適切に精選するとともに，その重点の置き方
等を工夫すること。

② 指導に当たっては，自立活動における指導と密接な関連を保ち，学習効果を一層高め
るようにすること。

外国語活動

特別活動は，学級活動や学校行事等，集団活動を通して，自分の役割を意識し，仲間と協力
して活動する中で，集団の一員としての自覚をもったり，積極的に責任を果たしたりすること
ができるようにしていきます。

指導内容については，障害の状態に応じて，活動の種類や時期，実施方法等について考えま
す。

特別活動

（３） 領域別の指導
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自立活動は，特別支援学校の教育課程に特別に設けられた領域で，次のような目標の下に指導を行
います。

自立活動自立活動

個々の児童又は生徒が自立を目指し，障害による学習上又は生活上の困難を主体的に改善・克
服するために必要な知識，技能，態度及び習慣を養い，もって心身の調和的発達の基盤を培う。

個々の児童又は生徒が自立を目指し，障害による学習上又は生活上の困難を主体的に改善・克
服するために必要な知識，技能，態度及び習慣を養い，もって心身の調和的発達の基盤を培う。

自立活動の指導のイメージ自立活動の指導のイメージ

Ａ児は，休憩時間には，友達や教師に積極的に働きかけ，友達と一緒に遊ぶことも好きな自閉症の児童であり，
学習にも意欲的に参加することができる。しかし，遊びや学習活動等で，過去の出来事を思い出したり，自分の
思いと異なる状況になったりすると，興奮し，周りが不快に感じるような声を出したり，一方的で過剰な関わり
方（たたく，蹴る）になったりする姿が見られる。また，特定の友達に対して，過剰に反応し，友達が不快に感
じる方法で関わろうとする様子も見られる。

【目標①に関連して】
・ 状況に応じた対処の仕方では，自分の気持ちを「ふつう」「少しいらいら」「いらいら」の３段階に分け，

その時々の対処の仕方を教師と一緒に考えるとともに，その幾つかを日常生活の中に生かすことができてきた。
・ 興奮し過ぎてしまった場合，初めはその場を離れることを嫌がることもあったが，次第にその場から離れる

ことで落ち着くこともできた。そして，気持ちを静めた後，学習に参加することができるようになった。また，
自ら落ち着くことができたことに対して教師が称賛することで，その大切さを伝えられるように配慮した。

④④④④ 指指指指 導導導導④④④④ 指指指指 導導導導

⑤⑤⑤⑤ 評評評評 価価価価⑤⑤⑤⑤ 評評評評 価価価価

小学校第小学校第小学校第小学校第４４４４学年学年学年学年ＡＡＡＡ児児児児のののの場合場合場合場合小学校第小学校第小学校第小学校第４４４４学年学年学年学年ＡＡＡＡ児児児児のののの場合場合場合場合

①①①① 子子子子どものどものどものどもの実態把握実態把握実態把握実態把握①①①① 子子子子どものどものどものどもの実態把握実態把握実態把握実態把握

②②②② 指導指導指導指導目標目標目標目標のののの設定設定設定設定②②②② 指導指導指導指導目標目標目標目標のののの設定設定設定設定

③③③③ 具体的具体的具体的具体的なななな指導内容指導内容指導内容指導内容のののの設定設定設定設定③③③③ 具体的具体的具体的具体的なななな指導内容指導内容指導内容指導内容のののの設定設定設定設定

【目標①に関連して】
・ 自分がどのような状況のとき，どのように対処すればよいか知る。
・ 興奮し過ぎてしまった場合，自ら落ち着くための方法を身に付ける。

【目標②に関連して】
・ 自分や他者の感情について知り，友達と関わる際に，相手が不快に感じない言動で働きかける。

※興奮すると教師からの関わりを受け入れられず，更に興奮状態が続く。

※Ａ児は友達と関わって遊びたい気持ちがある。

【目標②に関連して】
・ 自他の感情の理解については，仮定や想定の場合では難しかったが，具体的，実際的場面を話題にすると，

そのときの感情を大体理解することができた。また，相手が不快に感じない働きかけ方（誘い方，断り方，頼
み方，謝り方等）を具体的に示し，ロールプレイ等により学習を進めることにより，適切な方法で友達と自ら
関わる様子が見られるようになった。
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【目標①】一人で落ち着くための方法を身に付ける。

【目標②】相手が不快に感じない関わり方をする。



自立活動自立活動自立活動自立活動についてのについてのについてのについての素朴素朴素朴素朴なななな疑問疑問疑問疑問…？？？？？？？？？？？？自立活動自立活動自立活動自立活動についてのについてのについてのについての素朴素朴素朴素朴なななな疑問疑問疑問疑問…？？？？？？？？？？？？

Ａ１：「自立活動」の「自立」とは，
“生活の自立”という意味ではあり
ません。もちろん，生活スキルを指
導することは大切なことですが，
「自立活動」が担っている指導内容
ではないのです。

「自立活動」とは，障害による学
習上又は生活上の困難を主体的に改
善・克服するための指導領域です。

Ａ２：それは，「自立活動」を“自立し
た活動”と捉えて，自学自習ができ
るようにするという発想ですが，そ
れも，「自立活動」の趣旨とは異な
っています。

自立活動自立活動自立活動自立活動のののの指導内容指導内容指導内容指導内容はははは６６６６区分区分区分区分２６２６２６２６項目項目項目項目でででで示示示示されていますされていますされていますされています自立活動自立活動自立活動自立活動のののの指導内容指導内容指導内容指導内容はははは６６６６区分区分区分区分２６２６２６２６項目項目項目項目でででで示示示示されていますされていますされていますされています

では，「自立活動」とは，一体，どういう指導なのでしょう…？では，「自立活動」とは，一体，どういう指導なのでしょう…？

１１１１ 健康健康健康健康のののの保持保持保持保持
（１）生活リズムや生活習慣の形成に関すること。
（２）病気の状態の理解と生活管理に関すること。
（３）身体各部の状態の理解と養護に関すること。
（４）健康状態の維持・改善に関すること。

２２２２ 心理的心理的心理的心理的なななな安定安定安定安定
（１）情緒の安定に関すること。
（２）状況の理解と変化への対応に関すること。
（３）障害による学習上又は生活上の困難を改善

・克服する意欲に関すること。

３３３３ 人間関係人間関係人間関係人間関係のののの形成形成形成形成
（１）他者とのかかわりの基礎に関すること。
（２）他者の意図や感情の理解に関すること。
（３）自己の理解と行動の調整に関すること。
（４）集団への参加の基礎に関すること。

４４４４ 環境環境環境環境のののの把握把握把握把握
（１）保有する感覚の活用に関すること。
（２）感覚や認知の特性への対応に関すること。
（３）感覚の補助及び代行手段の活用に関するこ

と。
（４）感覚を総合的に活用した周囲の状況の把握

に関すること。
（５）認知や行動の手掛かりとなる概念の形成に

関すること。

５５５５ 身体身体身体身体のののの動動動動きききき
（１）姿勢と運動・動作の基本的技能に関するこ

と。
（２）姿勢保持と運動・動作の補助的手段の活用

に関すること。
（３）日常生活に必要な基本動作に関すること。
（４）身体の移動能力に関すること。
（５）作業に必要な動作と円滑な遂行に関するこ

と。

６６６６ コミュニケーションコミュニケーションコミュニケーションコミュニケーション
（１）コミュニケーションの基礎的能力に関する

こと。
（２）言語の受容と表出に関すること。
（３）言語の活用と形成に関すること。
（４）コミュニケーション手段の選択と活用に関

すること。
（５）状況に応じたコミュニケーションに関する

こと。

Ｑ２：「自立活動」とは，学習場
面で，教師がそばにいなくて
も，一人で課題に取り組むこ
とができるようにするための
指導でしょうか？

Ｑ１：「自立活動」とは，将来，自立
した生活を送ることができるよう
になるために，例えば，自分一人
で料理を作ったり，洗濯したりで
きるような生活スキルを指導する
ものと考えていいでしょうか？
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※ 『特別支援学校学習指導要領解説自立活動編（幼稚部・小学部・中学部・高等部）』に基づき作成



「自立活動」の指導内容項目を関連付けて具体的な指導内容を導き出す「自立活動」の指導内容項目を関連付けて具体的な指導内容を導き出す

それでは，33ページの「小学校第４学年Ａ児の場合」の例を参照しながら，「③具体的な指導内
容の設定」について，もう少し詳細に示します。33ページの「①子どもの実態把握」「②指導目標
の設定」「③具体的な指導内容の設定」の部分を，自立活動の指導内容（６区分２６項目）との関
連を明確にしながら，導き出していくプロセスを見ていきます。

①①①①
子子子子
どどどど
もももも
のののの
実実実実
態態態態
把把把把
握握握握

①①①①
子子子子
どどどど
もももも
のののの
実実実実
態態態態
把把把把
握握握握

②②②②
指指指指
導導導導
目目目目
標標標標
のののの
設設設設
定定定定

②②②②
指指指指
導導導導
目目目目
標標標標
のののの
設設設設
定定定定

③③③③
具具具具
体体体体
的的的的
なななな
指指指指
導導導導
内内内内
容容容容
のののの
設設設設
定定定定

③③③③
具具具具
体体体体
的的的的
なななな
指指指指
導導導導
内内内内
容容容容
のののの
設設設設
定定定定

Ａ児は，休憩時間には，友達や教師に積極的に働きかけ，友達と一緒に遊ぶこと
も好きな自閉症の児童であり，学習にも意欲的に参加することができる。しかし，
遊びや学習活動等で，過去の出来事を思い出したり，自分の思いと異なる状況に
なったりすると，興奮し，周りが不快に感じるような声を出したり，一方的で過剰
な関わり方（たたく，蹴る）になったりする姿が見られる。また，特定の友達に対
して，過剰に反応し，友達が不快に感じる方法で関わろうとする様子も見られる。

小学校第小学校第小学校第小学校第４４４４学年学年学年学年ＡＡＡＡ児児児児のののの場合場合場合場合小学校第小学校第小学校第小学校第４４４４学年学年学年学年ＡＡＡＡ児児児児のののの場合場合場合場合

・ 障害の状態，発達や経験
の程度，興味・関心，生活
や学習環境等についての情
報を多面的に収集

【学習面】
○学習には意欲的に取り組むことができる。
△学習中，自分の思いどおりにならないと，興奮して気分が不安定になり，自分

の行動をコントロールしづらくなる。
【生活面】
○友達と関わって遊びたい気持ちがある。
△生活の様々な場面で，相手が不快に感じる関わり方をすることがある。
△過去の出来事を思い出したり，自分の思いと異なる状況になったりすると興奮

し，教師からの関わりを受け入れられず，更に興奮状態が続く。

・ 収集した情報から障害に
よる学習上又は生活上の困
難等（左の表中には「△」
印で表示）を整理

【目標①】
・一人で落ち着くための方法を身に付ける。
【目標②】
・相手が不快に感じない関わり方をする。

・ 学習上又は生活上の困難
さを改善するという視点か
ら

・ 生活の質を向上させると
いう視点から

↓

・ 複数の目標の中から優先
目標を設定する。

選
定
選
定
選
定
選
定
さ
れ
た

さ
れ
た

さ
れ
た

さ
れ
た
項
目
項
目
項
目
項
目

１１１１ 健康健康健康健康のののの保持保持保持保持
２２２２ 心理的心理的心理的心理的なななな

安定安定安定安定
３３３３ 人間関係人間関係人間関係人間関係のののの

形成形成形成形成
４４４４ 環境環境環境環境のののの把握把握把握把握 ５５５５ 身体身体身体身体のののの動動動動きききき

６６６６ コミュニコミュニコミュニコミュニ
ケーションケーションケーションケーション

（１）情緒の安
定に関する
こと

（３）障害によ
る学習上又
は生活上の
困難を改善
・克服に関
すること

（１）他者との
かかわりの
基礎に関す
ること

（３）自己の理
解と行動の
調整に関す
ること

（２）環境や認
知の特性に
関すること

（１）コミュニ
ケーション
の基礎的能
力に関する
こと

（２）言語の受
容と表出に
関すること

（３）状況に応
じたコミュ
ニケーショ
ンに関する
こと

・指導目標を達成するために必要な項目の選定

具
体
的

具
体
的

具
体
的

具
体
的
なななな
指
導
内
容

指
導
内
容

指
導
内
容

指
導
内
容

・ 自分がどのような
状況のとき，どのよ
うに対処すればよい
かを知る。

（目標①との関連）

・ 興奮し過ぎてしま
った場合，自ら落ち
着くことができる方
法を身に付ける。

（目標①との関連）

・ 自分や他者の感情
について知り，友達
と関わる際に，相手
が不快に感じない言
動で働きかける。

（目標②との関連）

・ 選定された
項目を関連付
けて，具体的
な指導内容を
設定する。
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自立活動自立活動自立活動自立活動をををを集団集団集団集団でででで行行行行うううう場合場合場合場合のののの留意事項留意事項留意事項留意事項自立活動自立活動自立活動自立活動をををを集団集団集団集団でででで行行行行うううう場合場合場合場合のののの留意事項留意事項留意事項留意事項

各教科等各教科等各教科等各教科等のののの中中中中でででで行行行行うううう自立活動自立活動自立活動自立活動についてについてについてについて各教科等各教科等各教科等各教科等のののの中中中中でででで行行行行うううう自立活動自立活動自立活動自立活動についてについてについてについて

子どもの障害の状態は，一人一人異なっています。自立活動では，それぞれの障害による学習上
又は生活上の困難を主体的に改善・克服することを目標にしているので，必然的に一人一人の指導
内容・方法も異なってきます。

そのため，自立活動の指導に当たっては，個々の子どもの実態を的確に把握し，個別に指導の目
標や具体的な指導内容を定めた個別の指導計画を作成します。

したがって，個別の指導計画に基づく自立活動の指導は，個別指導の形態で行うことが多くなり
ます。ただ，指導の目標を達成する上で効果的である場合には，集団を構成して指導することも考
えられます。しかし，自立活動の指導計画は個別に作成されることが基本であり，最初から集団で
指導することを前提とするものではない点に十分留意することが重要です。

集団指導が当たり前ではないんですね。「コミュニケーション」や「人間
関係の形成」等，他者との関わりの中で，改善・克服していくことが想定さ
れる学習等は，場合によっては集団指導を取り入れることもあるかもしれま
せん。

でも，自立活動の基本は，個の実態に応じた個別指導なんですね。

自立活動は，授業時間を特設して行う自立活動の時間における指導を中心としながら，各教科
等の指導においても，自立活動の指導と密接な関連を図って行わなければなりません。

例えば，注意を集中させることに困難があり，学習に取り組む時間が短い等，学習することを
阻んでいる場合，この困難が「障害による学習上又は生活上の困難」という，自立活動で指導し
ていく内容になります。この困難を克服・改善するために，時間割に位置付け，時間を特設して
行う指導（「時間における指導」と呼ぶことがあります）と各教科等（教育活動全体）の中で行
う指導との関連を図りながら指導することが大切です。このことは，例えば，各教科の中でも，
必要に応じて，部分的に自立活動の指導を取り入れながら学習を進めていくことができるという
ことです。ただ，この場合，あくまでメインは教科学習であり，教科の授業の流れを完全に止め
て行うものではなく，流れの中に滑り込ませるように指導や支援を入れていくというイメージに
なります。

例えば，障害があるために，見通しがないと不安傾向が高まる子どもには，
授業の始まりに，本時の活動の流れを小黒板で示し，終わったら消していく
という支援を行う等は，その一例です。

その部分の指導に関していえば，教科の力を身に付けるための支援という
よりも，障害による困難さを軽減するための支援といえます。でも，結果的
には，教科の力を身に付けることにつながっていきますよね。

－36－



（４） 学習指導案の形式例

学習指導案の作成に当たっては，特に決まった書式はなく，指導者が自分の考えや提案を具体
的に表現することが大切です。ただし，少なくとも，次の点を学習指導案に示す必要があります。

１ 授業の目標や内容等と子どもの実態との関連
２ 単元全体の展開における本時の位置付けや他の単元及び教科等との関連
３ 本時における子どもの学習活動の想定と実態に応じた手だて
４ 本時における評価の明確な位置付け
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学習指導案の形式の例 特別支援教育

○ ○ 学 習 指 導 案○ ○ 部（ ○ ○ 学 級 ）

年 月 日（ ） 第 校時 教室 指導者

１ 単元名

（題材名）

○児童（生徒）観 …………… 児童（生徒）の学年，性別，本単元に関わる日常生活

や学習面の様子，題材との関わり，題材への関心・意

欲，知識・技能，態度・習慣等の諸能力，関連する諸経

験，既習事項の定着度，本時に関する児童（生徒）の実

態等

○単元観（題材観，教材観）… 取り上げる単元の内容，児童（生徒）が単元を学習す

２ 単元（題 る意義

材）設定の 個別の指導計画や学習指導要領の内容，項目との関

理由 連，既習教材や教科・領域，日常生活との関連等

○指導観 …………………… 意図，教師の願い，指導形態，指導方法の工夫，具体

的な支援の手だて，教材・教具の工夫，教師の協力体制

等

※ 児童（生徒）が主体的に活動に取り組むことができる

ように，指導上の教師の支援を具体的に書く。

○ ※ 文末表現の例：～することができる。～しようとする。

〔〔〔〔児童児童児童児童（（（（生徒生徒生徒生徒））））のののの立場立場立場立場でででで書書書書くくくく〕〕〕〕３ 単元の目

標

※ 指導内容や指導の評価に応じて，個別の指導計画に関連させて設定する。

４ 指導計画 第 一 次 ………○時間

（全○時間） 第 二 次 ………○時間

本時（○／○時間）

第 三 次 ………○時間

：
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５ 児童（生徒）の本単元に関する実態および本単元（題材）における個別目標

児童（生徒）名 単元（題材）に関する実態 単元（題材）の個別目標 個別に必要な留意事項

Ａ 児

（性別,学年） ※ 単元に関する実態を書き,それに続けて個別の目標を ※ 単元に取り組んで

※ 医学用語や 示す。 いく上で，特に必要

ＩＱは表記し な個別的な配慮・留

ない。 意事項を記述する。

Ｂ 児

Ｃ 児

：

：

６ 本時案（○次第○時）

全 体

Ａ 児 Ｂ 児 Ｃ 児

目 標

個 別

※ 授業後評価できるように，できるだけ具体的に記述す

る。

学 習 活 動 教 師 の 支 援 お よ び 配 慮 事 項 評 価

※ 全体への支援と個への支援を記入する。

１

※ 全体に共通する中心的な課題があれば書く。

Ａ児：

Ｂ児：

Ｃ児：

※ 学習活動に対応した個々の課題を の中に具体

的に書く。 ◇ 個別の評価の観

点も記入する。

２ ● 個別の手だて ● ● ●

を書く。 ※ 目標達成に関わ

って，各学習活動

に設定された学習

課題に対応した評

価規準を個々の児

３ 童(生徒)ごとに明

確に示しておく。



７７７７ 個別個別個別個別のののの指導計画指導計画指導計画指導計画

「個別の指導計画」は，一人一人の状態等に応じたきめ細かな指導が行えるよう，学校におけ
る教育課程や指導計画等を踏まえ，より具体的に教育的ニーズに対応した各教科等の指導目標や
指導内容・方法を盛り込んだ計画です。

「個別の指導計画」は，各教職員の共通理解の下に，一人一人に応じた指導を一層進めるため
のものであり，子どもの実態や各教科等の特質等を踏まえて，様式や内容等を工夫して保護者と
共に作成することが大切です。そして，適宜評価を行い，指導内容や方法を改善し，より効果的
な指導を行うことが必要です。

実態把握実態把握実態把握実態把握 ～～～～アセスメントアセスメントアセスメントアセスメント～～～～実態把握実態把握実態把握実態把握 ～～～～アセスメントアセスメントアセスメントアセスメント～～～～

目標目標目標目標のののの設定設定設定設定 ～～～～方向性方向性方向性方向性をををを定定定定めるめるめるめる～～～～目標目標目標目標のののの設定設定設定設定 ～～～～方向性方向性方向性方向性をををを定定定定めるめるめるめる～～～～

指導計画指導計画指導計画指導計画のののの作成作成作成作成 ～～～～具体的具体的具体的具体的なななな計画計画計画計画～～～～指導計画指導計画指導計画指導計画のののの作成作成作成作成 ～～～～具体的具体的具体的具体的なななな計画計画計画計画～～～～

指導指導指導指導のののの展開展開展開展開 ～～～～日日日日々々々々のののの記録記録記録記録・・・・評価評価評価評価～～～～指導指導指導指導のののの展開展開展開展開 ～～～～日日日日々々々々のののの記録記録記録記録・・・・評価評価評価評価～～～～

総合評価総合評価総合評価総合評価総合評価総合評価総合評価総合評価

① 子どもがつまずいているところを発見する。
② 子どもがどこまで習得しているかを把握する。
③ 子どもの得意な面を発見する。
④ 課題を遂行しているときの子どもの様子を把握

する。

⑤ 子どもがつまずいている要因を推定する。
⑥ どの部分で支援を必要としているかを把握する。
⑦ 子ども本人のニーズを把握する。
⑧ 家族のニーズを把握する。

① 目標の優先順位を決める。
② 基本的なつまずきからアプローチする。
③ 他の課題への影響を考慮する。
④ 次につながるような目標を設定する。

⑤ 生活とのつながりを考慮する。
⑥ 子ども本人のニーズを考慮する。
⑦ 家族のニーズを考慮する。
⑧ 立てた目標について複数の教師で検討する。

① 子ども主体の目標を設定する。
② 目標を明確に絞る。
③ 観察及び評価可能な目標を設定する。

・ 条件が示されている。
・ 基準が示されている。

④ 子どもの得意な面を生かす。
⑤ 課題の順序を適切に配列する。
⑥ 手だての量を適切に設定する。
⑦ 必要に応じて，計画の見直しや修正を行う。

① 集中時間の配慮を行う。
② 無理のない課題配分にする。
③ 抵抗感，二次障害への配慮を行う。
④ 動機付けを高める工夫をする。
⑤ 有用感，達成感を味わえる工夫をする。

⑥ 達成状況のチェック（記録・評価）を行う。
⑦ 課題順序の適切性をチェック（記録・評価）す

る。
⑧ 手だての内容，量をチェックする。
⑨ 指導前の仮説との整合性をチェックする。

① 目標や達成状況を適切に評価する。
② 指導内容や方法を評価する。

③ 来学期，次年度のビジョンをもつ。
④ 保護者への報告・説明を行う。

個別個別個別個別のののの指導計画作成指導計画作成指導計画作成指導計画作成のののの流流流流れれれれ個別個別個別個別のののの指導計画作成指導計画作成指導計画作成指導計画作成のののの流流流流れれれれ

修修修修

正正正正

修修修修

正正正正
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個別の指導計画（小・中学校 特別支援学級）

氏 名 学校 第 年 組 番

記 入 者 記入日 平成 年 月 日

本 人 の
願 い

保護者の
願 い

医療・福祉等関係機関等からの情報・診断等 診 断 名 ・ 諸 検 査 の 結 果

配 慮 事 項

共 通理 解事 項

得 意 な 面
興 味 関 心

苦手な面
避けること

実 態
長 期 目 標

（ １ 年 間 ）

短期目標
（ 学期）

支 援 方 法 評 価

基本的生活習慣

社 会 性
休 憩 時 間
交流および
共同学習等

コミュニケーション

国 語

算 数

生 活

（その他教科）

自 立 活 動

そ の 他

支 援 体 制

「個別の指導計画」の様式は，特に決まったものはありませんが，様式例として，『特別支援教
育サポート事業ハンドブック』（2006，岡山県教育庁指導課特別支援教育室（現 岡山県教育庁
特別支援教育課））に掲載されている様式を示します。（岡山県教育庁特別支援教育課Ｗｅｂペー
ジに記入例が示されています。）

様式は必要に応じて欄を追加したり，欄
のサイズを大きくしたりしながら，記入し
やすいようにアレンジしましょう。

１年間程度の期間で設定します。

加筆修正は新たなシートに記入するので
はなく，二重線で見え消しをする等して以
前の記載事項を残しておきます。

保護者の願いを大切にしましょう。

○短期目標は長期目標を達成するための
ステップであることが大切です。

○「条件（状況）」「基準」「行動」に
ついて記述しましょう。

・「条件」…具体的な場面の想定
例：「学習手順を書いたカードを示さ

れたとき」
・「基準」…数値化する等明確化

例：×「タオルを丁寧に畳む」
○「タオルの端と端を合わせて半

分に畳む」
例：×「読み書き計算の力を高める」

○「平仮名の清音１０個を確実に
読めるようになる」

・「行動」…測定，観察可能な表現
例：×「かなり」「非常に」

「しっかり」「きちんと」
○「○分間に○回」

「○分以内に」

（※ 適切であると考えられる表現を「○」，
不適切であると考えられる表現を「×」
と表示している。）

・「目標」は子どもが主語，「支援」は指導者が主語
例：×【目標】 情緒の安定を図る。

×【支援】 規則正しい生活をする。
○【目標】 安定して一日を過ごす。
○【支援】 毎日のスケジュールをできるだけ一定にし，

予測ができるように写真で順に提示する。
・「目標」と「支援」は対応させる

例： 【目標】 「○○のうた」で音やリズムを楽しむ。
×【支援】 鍵盤楽器や打楽器でリズム感を高める。
○【支援】 鍵盤楽器の旋律に合わせて，ジャンプや横

揺れ等，全身を動かすように誘う。また，曲

の節目に気付いて，打楽器をたたく等，リズ
ムを意識しながら自ら演奏に参加するように
援助する。

・「支援」は教育の専門家として工夫あるものを
例： 【目標】 よく知っているものを表す２～３の単語が

書けるようになる。
×【支援】 毎朝ノートに繰り返し書かせる。
○【支援】 ゲームの要素を取り入れながら，実物に文

字カードを貼り付けたり，マッチングによっ
て選択したりする等の活動を友達と楽しませ
た後，文字を書く練習をさせる。
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８８８８ 個別個別個別個別のののの教育支援計画教育支援計画教育支援計画教育支援計画

個別の支援計画
－障害のある子どもを生涯にわたって支援－

「個別の教育支援計画」は，障害のある子どもに関わる様々な関係者が，子どもの障害の状態
像に関わる情報を共有し，教育的支援の目標や内容，関係者の役割分担等について計画を作成す
るものです。

障害のある子どもが，生涯にわたって地域の中で自立し，社会参加していくためには，教育だ
けでなく，福祉，医療，労働等の様々な側面からの取り組みを含め，関係機関等の密接な連携協
力の下に，多様な支援が確保されることが不可欠です。

そこで，障害のある子どもが教育の対象である時期に，学校が中心となって，教育の視点から
適切な対応をしていくという考え方の下で作成されるものが「個別の教育支援計画」です。

「個別の支援計画」と「個別の教育支援計画」の関係については，
「個別の支援計画」を関係機関等が連携協力して策定するときに，学校
や教育委員会等の教育機関等が中心になる場合に，「個別の教育支援計
画」と呼んでいるもので，概念としては同じものになります。「個別の
教育支援計画」は，「個別の支援計画」の学校教育バージョンといって
もよいでしょう。

４２ページでは，「個別の教育支援計画」の様式を見ていきます。

福祉，医療，労働等関係機関

企 業

ＮＰＯ
大 学

保護者

特別支援学校

特別支援学校

大 学

保護者

中学校

小学校福祉，医療等関係機関

保護者ＮＰＯ

特別支援学校

幼稚園

卒業後卒業後卒業後卒業後

就学中就学中就学中就学中

就学前就学前就学前就学前

保育所
福祉，医療，労働等関
係機関

・ 一人一人の教育的ニーズを把握
・ 関係者や関係機関の連携による適

切な教育的支援を効果的に実施

個別の教育支援計画

個別の教育支援計画，ＰＤＣ
Ａサイクルに基づいた評価計画
の作成が重要

高等学校
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※ 『「個別の教育支援計画」策定に関する実際的研究』 （2006，独立行政法人国立特殊教育総合研究所
（現 特別支援教育総合研究所））に基づき作成



個別の教育支援計画（小・中学校用）
（ ふ り が な ） 性 別 生年月日

児 童 生 徒 氏 名 学 年

障 害 等 の 状 況 手 帳 等 （平成 年 月 日交付）

住 所 連 絡 先

保 護 者 名 緊急連絡先

在 籍 校 連 絡 先
コーディネーター；

関連する学校 連 絡 先
コーディネーター；

現在の生活・将来の生活についての希望
本人 保護者

支援の目標

在 籍 校 で の 支 援 内 容 在 籍 校 で の 支 援 内 容 の 評 価

関係機関での支援内容

A家庭生活 B余暇・地域生活 C医療・健康 Dその他

1.支援機関 1.支援機関 1.支援機関 1.支援機関

2.支援内容 2.支援内容 2.支援内容 2.支援内容

内容の評価

支援会議（予定も含む）

日 時 参 加 者 協 議 内 容 ・ 引 継 ぎ 事 項 等

更 新 履 歴

（ 年 月 日）

（ 更 新 内 容 ）

担 任 確 認 欄
（ 年 度 ・ 月 日 ・ 印 ）

年 度 年 度 年 度

策定日 平成 年 月 日 立 学校校長

策定担当

「個別の教育支援計画」の様式も，特に決まったものはありませんが，様式例として， 『特

別支援教育サポート事業ハンドブック』（2006，岡山県教育庁指導課特別支援教育室（現
岡山県教育庁特別支援教育課））に掲載されている様式を示します。（岡山県教育庁特別支援
教育課Ｗｅｂページに記入例が示されています）

「個別の教育支援計画」を活用するためのポイント

① 子どもへの的確な支援を行うためには，保護者に適切な情報を提供し，前向きに参画できるよう環境を整
えることが大切です。

② 個々のニーズに応じた支援の目標や内容に応じて，関係機関の連携を広げていきます。地域の特別支援学
校や活用できる機関を見付けましょう。

③ 保護者や本人の了承の下，支援に必要な個人情報を共有することで，幼稚園，学校，関係機関との信頼関
係や支援へのつながりが深まります。

④ 「個別の教育支援計画」や「個別の指導計画」，授業の目標との関連を図ることで，一貫した指導の方針
が保たれます。

⑤ 障害のある子どもと障害のない子どもとの交流及び共同学習を推進する上で，目的や意義を明確にします。

⑥ 社会参加や自立を見通した長期・短期の目標設定を行い，幼稚園，小学校，中学校，高等学校への引き継
ぎと一貫した支援に結び付けます。

この欄には，支援機関の担当者名，
連絡先等も記入しておきましょう。

支援内容については，頻度（月○
回）等も重要な情報です。

様式は必要に応じて欄を追加した
り，欄のサイズを大きくしたりしな
がら，記入しやすいように学校独自
のものとしてアレンジすることがで
きます。

長期的な期間で設定します。

支援内容例
…の環境を整える。
…の場を設定する。
…が経験できる活動を増やす。
…に配慮する。

※交流及び共同学習についても
記入しておきます。

加筆修正は新たなシートに記入す
るのではなく，見え消しをする等し
て以前の記載事項を残しておきます。
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９９９９ 交流及交流及交流及交流及びびびび共同学習共同学習共同学習共同学習

交流及び共同学習については，子どもにとって必要で効果的な内容を十分に吟味して取り組む
ことが大切です。交流及び共同学習は，子どもにとって有意義である必要があります。交流学級
の担任，保護者の理解・協力を得ながら決定していきます。

交流及び共同学習は，特別支援学級の子どもと他の学級や学校の子どもが理解し合うための絶
好の機会であり，同じ社会に生きる人間として，互いを正しく理解し，共に助け合い，支え合っ
て生きていくことの大切さを学ぶ場でもあると考えられます。そこで，効果的な取り組みとなる
ように，組織的，計画的，継続的に実施することが大切です。

通常の学級の授業に多く参加させるということと，交流及び共同学
習を積極的に実施するということは同じ意味ではありません。特別支
援学級に在籍していることの意義が失われることのないように，適切
にその方法や時間を定め，実施することが必要です。

交流及び共同学習の方法や内容交流及び共同学習の方法や内容

交流及び共同学習を行う際の留意点交流及び共同学習を行う際の留意点

交流及び共同学習については，多様な方法があります。実際に活動を進めるに当たってはでき
るところから始め，関係者の理解を深めながら，徐々に活動の幅を広げていきましょう。

○ 給食，係活動，清掃等を交流学級や特別支援学級等で共に活動
○ 特定の教科（音楽，図画工作，保健体育等）を交流学級で共に学習
○ 学年や交流学級の行事に学年・学級の一人として参加
○ 興味・関心のもてる特定の単元や題材を選んで共に学習
○ 学年や交流学級が行う総合的な学習の時間に，交流学級の一員として参加

○ 給食，係活動，清掃等を交流学級や特別支援学級等で共に活動
○ 特定の教科（音楽，図画工作，保健体育等）を交流学級で共に学習
○ 学年や交流学級の行事に学年・学級の一人として参加
○ 興味・関心のもてる特定の単元や題材を選んで共に学習
○ 学年や交流学級が行う総合的な学習の時間に，交流学級の一員として参加

○ 通常の学級や地域の人たちに対しては，障害についての正しい知識，適切
な支援や協力の仕方等について理解を促すことが必要です。

○ 特別支援学級の子どもに対しては，積極的な行動や支援・協力の求め方，
断り方，自分の気持ちの表現の仕方等について一緒に考えたり励ましたりす
ることが大切です。

○ 活動の際は，子どもが主体的に取り組めるようにすることが大切です。
○ 事故の防止に努め，活動が子どもの負担過重にならないようにします。

○ 通常の学級や地域の人たちに対しては，障害についての正しい知識，適切
な支援や協力の仕方等について理解を促すことが必要です。

○ 特別支援学級の子どもに対しては，積極的な行動や支援・協力の求め方，
断り方，自分の気持ちの表現の仕方等について一緒に考えたり励ましたりす
ることが大切です。

○ 活動の際は，子どもが主体的に取り組めるようにすることが大切です。
○ 事故の防止に努め，活動が子どもの負担過重にならないようにします。
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10101010 保護者保護者保護者保護者とのとのとのとの連携連携連携連携

保護者や家庭との連携・協力は教育の基盤です。その重要性は，特別支援教育においても同様
です。障害があるために，周囲から受ける影響によって，子どもの状態像が大きく変わることを
考えると，保護者との安定した関係づくりは一層大切であるといえます。

保護者との連携の第一歩は，まず，保護者の気持ちや願いを共感的に受け止めていくことで
す。上述したように，保護者には，これまで，大きな苦労や悩み，不安があったことが想像さ
れます。場合によっては，保護者自身が周囲の理解を得られず，苦しい状況であったことも予
想できます。

したがって，担任は保護者に対して，これまでの子育てに敬意とねぎらいの気持ちで接する
とともに，これからは，共に子どもの可能性を引き出し，力を伸ばしていきたいという思いを
伝えることが大切です。いきなり，保護者に「○○してほしい」「親として～すべきだ」とい
うスタンスで接することは，必ずしもよい結果につながるとは限らないと考えられます。

保護者との連携の第一歩

子どもが胎内にいると分かった時から，両親は生まれてくる子どもへの様々な思いを巡らせ
ます。その思いは，通常，健康で元気な赤ちゃんのイメージであると思われます。

したがって，障害のある子どもの誕生は，子どもの両親にとって，大きな混乱を与えるもの
だといえます。また，子どもが成長するにつれて，周りの同年齢の子どもと様子が違うことに
気が付き，心配や不安を感じることもあります。

ドローターら（1975）は，障害受容の経過を「Ⅰ．ショック（周囲に対して心を閉ざして
しまう）」「Ⅱ．否認（障害を認めたくない）」「Ⅲ．悲しみ・怒り・不安（なぜ，私の子が
…）」「Ⅳ．適応（事実の受け止め）」「Ⅴ．再起（障害のある我が子と共に生活していこ

う）」としています。また，たとえ，我が子の障害を受容できたとしても，その状態がずっと
続くとは限りません。子どもの成長の節々では，感情が揺れ動くこともあるのです。

このように，保護者は絶望や希望の感情を抱き，迷い苦しみながらも，今日まで我が子を育
ててこられました。そういった背景に思いを寄せながら，保護者との関係づくりを進めていく
ことが大切です。

障害のある子どもの保護者の心情とは…

保護者の信頼を得るために…

お母さん，今日，学
校楽しかったよ！

今日，こんなことが
できたよ！

今日，先生に褒めら
れたんだ！信頼
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11111111 各種援助制度各種援助制度各種援助制度各種援助制度

子どもの障害種別や障害の状態によって，本人や家族を援助するために，教育，福祉，医療，
労働等において各種援助制度があります。保護者や関係機関との連携を図る上でも，主なものに
ついて知っておくことが大切です。

特別支援教育就学奨励費特別支援教育就学奨励費

特別児童扶養手当特別児童扶養手当

特別支援学級で学ぶ際に，保護者が負担する教育関係経費について，家庭の経済状況等に応じ
て，国及び地方公共団体が補助する仕組みです。
◆ 支給項目

① 学校給食費 ② 交通費（通学費，職場実習交通費，交流及び共同学習交通費）
③ 修学旅行，校外活動参加費 ④ 学用品等購入費 ⑤ 新入学児童生徒学用品費等

◆ 支給窓口
小・中学校においては，各市町村の教育委員会より支給されています。各学校の事務担当者

が窓口になって，事務を担当しています。

身体に障害を有する児童について，その児童の看護に当たる父若しくは母，又は父母に代わる
養育者に対して，この手当が支給されます。
◆ 対象

２０才未満の障害児であって，「特別児童扶養手当等の支給に関する法律」に定められた障
障害状態である者。所得制限があります。

◆ 手続き
市役所・町村役場に認定請求書及び必要な書類（戸籍謄本，診断書，住民票等）を提出しま

す。審査の上，申請した日の翌月から郵便局で支給されます。

療育手帳療育手帳

知的障害者が，指導や相談，各種援助を受けることにより，生活しやすくなるための手帳です。
◆ 対象

おおむね１８歳までに知的機能の障害が現れ，日常生活に支障が生じているため，何らかの
援助を必要とする状態にある者。

◆ 手続き
市町村福祉事務所で所定の手続きの上，児童相談所又は知的障害者更生相談所で判定を受け

る必要があります。障害の程度により，手帳には「Ａ」「Ｂ」の２種類があります。

身体障害者手帳身体障害者手帳

身体障害者が，指導や相談，各種援助を受けることにより，生活しやすくなるための手帳です。
◆ 対象

障害の程度により１級から６級までがあり，等級は指定医師の診断書・意見書を参考にして
知事が決定する。

◆ 手続き
市町村福祉事務所で相談，申請をします。
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＊＊＊＊ おわりにおわりにおわりにおわりに

特別支援学級は，障害のある子どもを対象として特別に編制された学級です。特別支援学級に

在籍する子どもは，目覚ましい伸びを見せることが少ないかもしれません。しかし，すべての子

どもがそれぞれのペースで確実に成長を遂げていることは間違いありません。その一人一人の成

長の幅が見て取れるようになり，それに応じた指導や支援をイメージできるようになると，特別

支援学級を担任する喜びや教育の醍醐味を感じることができると思います。一人一人の子どもと

その保護者との密接な関係の中で，是非，特別支援学級担任としての喜びをかみしめていただき

たいと思います。

しかし，そのためには，障害特性のこと，発達のこと，教育課程のこと等，特別支援学級担任

として理解しておかなければならないことがあります。通常の学級の担任のノウハウと重なる部

分があることも確かですが，やはり，特別支援学級独自の知識や指導技術を持ち合わせることが

重要です。

本ハンドブックでは，そのような特別支援学級を担任する先生方をサポートする内容をまとめ

てみました。先生方の傍らに置いて，活用していただきたいと思います。

最後になりましたが，本ハンドブック作成に当たって，懇切丁寧に御指導，御助言をいただき

ました 岡山大学教授 仲矢明孝先生に深く感謝いたします。本当にありがとうございました。
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